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はじめに 

 
これまでも保健師は、社会の変化に応じて公衆衛生看護活動を実践してまいりました。

現在、地域包括ケアシステムの構築が求められている中で、住民や多職種との有機的な

連携がこれまで以上に求められ、保健師には、個別の対人支援力はもちろん、多職種連

携を推進するための組織横断力(ネットワーク力)が不可欠です。また、医療従事者とし

ての判断力のほか、施策者として、制度を理解する力、制度運用のための機を読む力、

組織横断力を生かした業務遂行力、成果を生み出す企画力や実行力なども必要です。 

「地域における保健師の保健活動について」（平成 25 年 4 月）の中で、地域保健対策

の主要な担い手である地方公共団体に所属する保健師において、保健、医療、福祉、介

護等に関する最新の専門的な知識及び技術、連携・調整に係る能力、行政運営や評価に

関する能力を養成することは、自治体の保健福祉施策の推進において重要であることが

示されており、各自治体には人事評価制度や人材育成基本方針に沿って、保健師の体系

的な人材育成を図っていくことが求められています。 

保健師の体系的な人材育成を推進するため、保健師に係る研修のあり方等に関する検

討会最終とりまとめ（平成 28 年 3 月）において、自治体保健師に求められる能力が整

理され、「自治体保健師の標準的なキャリアラダー」が示されました。都道府県をはじ

め、各市町村においても、「自治体保健師の標準的なキャリアラダー」を活用し、各組

織の状況に応じたキャリアラダーの作成や、体系的な保健師の人材育成計画の策定が求

められています。 

都道府県（保健所）には市町村保健師の人材育成を支援する役割が期待されているこ

とから、本事業では、都道府県の人材育成計画の策定プロセスを通じ、都道府県（保健

所）が市町村の人材育成計画策定の支援ができるようになることを目指し、「市町村保

健師の人材育成体制の構築に関する支援ポイント（案）」を作成しました。都道府県（保

健所）と市町村による重層的な人材育成体制を構築するきっかけとして参考いただけれ

ば幸いです。 

 

 平成 30 年 3 月 

                  公益社団法人日本看護協会  
会長 福井トシ子 
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1.事業趣旨 

1）事業の背景・経緯 

平成 28 年 3 月に、厚生労働省から「保健師に係る研修のあり方等に関する検討会」

の最終とりまとめとして「自治体保健師の標準的なキャリアラダー（以下、標準的なキ

ャリアラダー）」が示された（「保健師に係る研修のあり方等に関する検討会」最終とり

まとめ）。 

保健師のキャリア形成プロセスが「キャリアラダー」として明示されたことで、各自

治体では、これまで経験年数等で階層化してきた現任教育を見直す動きが始まっている。

日本看護協会では、各都道府県をはじめ、各市町村においても、上記検討会で提案され

た標準的なキャリアラダー等を活用し、各組織の状況に応じた保健師の人材育成計画が

求められると考えた。そこで、都道府県における保健師の人材育成計画の策定プロセス

を通じ、「都道府県（保健所）保健師等が、管内市町村の人材育成計画策定の支援がで

きるようになる」ことを目指し、厚生労働省先駆的保健活動交流推進事業の一環として、

自治体保健師のキャリア形成支援事業を開始した。本事業では、保健師の人材育成計画

を策定するプロセスについて協力都道府県に情報収集を行い、それらを踏まえ、「市町

村保健師の人材育成体制構築支援に関するポイント案」の作成を行うこととした。 

 

2）事業のアウトカム 

（1）現在、求められる行政ニーズに応えるために保健師に必要な専門能力が明らかに

し、その能力を獲得するための研修及びジョブローテーション等を含めた人材育

成計画を策定できる。 

（2）上記（1）の人材育成計画を、組織に位置づける。 

（3）都道府県（保健所）保健師等が、管内市町村の人材育成計画を策定するための支 

  援のポイント及び留意点を整理できる。 

（4）市町村が人材育成計画を策定する際の支援を都道府県（保健所）が具体的にイメ

ージできる。 

 

2.本事業の概要 

1）特別委員会の設置 

 本事業の推進にあたり、行政関係者及び学識者等で構成された保健師のキャリア形成

支援検討委員会を設置した。 

 （委員会名簿 P40 参照） 

 

2）協力都道府県の募集 

本事業は、標準的なキャリアラダーに基づき、自都道府県の保健師の人材育成計画を

策定済みまたは策定中の都道府県を対象に、協力都道府県を公募した。 

 

 

 
 

 

 

【公募期間】 

平成 29 年 9 月 27 日～平成 29 年 10 月 12 日 

 

【協力都道府県の公募要件】 

以下の要件を満たしていること 

（1）「自治体保健師の標準的なキャリアラダー（平成 28 年 3 月：厚生労働省）」を 

   踏まえて、「自都道府県における保健師の人材育成計画」を策定済み、または

策定中であること 

（2）都道府県（保健所）が、管内市町村における保健師の人材育成計画策定に関わ

る支援を実施している、または次年度に支援を実施する予定であり、支援する

予定の市町村から、受援の了承が得られていること。 

 

 現在、人材育成計画を策定中の場合は、上記に加えて以下 2点も要件とする 

                 （3）「自都道府県における保健師の人材育成計画」の策定が事業計画等に位置づけ

られており、検討会等が設置されていること   

（4） 上記（3）の検討会等に、次年度以降の市町村支援に向け、都道府県保健所保

健師が参加していること。 

※なお、都道府県保健所保健師については、管内市町村の実情を把握している

ことが望ましい。 

                    

3）協力都道府県の公募結果 

4 県より協力都道府県への申込があった。 

 

4）協力都道府県の選定 

申込のあった 4県（山形県・山梨県・兵庫県・熊本県）を協力都道府県として選定

した。（※山梨県は平成 29 年 3 月に山梨県保健師現任教育マニュアルを改訂済み） 

 

5）事業実施期間 

平成 29 年 7 月～平成 30 年 3 月 

（協力都道府県における情報収集及び情報提供等は、平成 29 年 12 月～平成 30 年 3 

月） 
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4.本事業における用語の定義 

「自治体における保健師の人材育成計画」の用語について、特別委員会にて検討を行い、

以下のように定義した。 

 

「自治体における保健師の人材育成計画」とは 

 各自治体において、今求められる行政ニーズに応えるために、保健師に必要な専門能

力を明らかにし、その能力を獲得するための研修及びジョブローテーション等を含めた

人材育成の基本的な方向性を組織の状況に合わせ策定するものを、「自治体における保

健師の人材育成計画」とする。  

※なお、保健師に必要な専門能力については、自治体保健師の標準的な保健師のキャリアラダー（厚生労働省：保健 

師に係る研修のあり方等に関する検討会 最終とりまとめ,平成 28 年 3 月）を参照 

 

5.特別委員会での確認事項 

 

 1）保健師の人材育成計画について 

 

 （1）自治体における保健師の人材育成計画の目的・目標に関する考え方 

①保健師の人材育成計画の策定は、「今求められている保健師の仕事の見える化」

を図るとともに「効果を出す（出せる）保健師の能力育成」を目指す。 

   ②上記①を達成するために、各自治体に見合った研修やジョブローテーションの

仕組みを構築する。 

 

 （2）キャリアラダーについての考え方 

①標準的なキャリアラダーを使用する。 

          ②保健師としての専門能力の到達度を確認するために、保健活動到達状況チェッ

クリスト Ver.１（日本看護協会作成）も活用可能と考える。 

 

  (3)キャリアパスについての考え方 

①目指す職位が示されることは、望ましい。 

②目標に向かうためには、ジョブローテーションや人事交流、研修を連動させて

必要な能力を獲得していく道筋を組み立て、キャリアラダーに沿って専門能力

を向上させることが必要である。 

 

2）組織で活用できる人材育成計画を作成するために 

 

保健師の人材育成計画の策定や活用にあたっては、市町村長や人事担当者、他職

種の理解や協力が必要である。そのため、保健師自身の能動的な動きが必要であり、

保健師間で人材育成計画の必要性などを共有することが重要である。保健師は、ど

の段階のキャリアレベルにおいても専門職として絶えず「専門性を向上させる」と

いう自覚を持つことが必要である。
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4.本事業における用語の定義 

「自治体における保健師の人材育成計画」の用語について、特別委員会にて検討を行い、

以下のように定義した。 

 

「自治体における保健師の人材育成計画」とは 

 各自治体において、今求められる行政ニーズに応えるために、保健師に必要な専門能

力を明らかにし、その能力を獲得するための研修及びジョブローテーション等を含めた

人材育成の基本的な方向性を組織の状況に合わせ策定するものを、「自治体における保

健師の人材育成計画」とする。  

※なお、保健師に必要な専門能力については、自治体保健師の標準的な保健師のキャリアラダー（厚生労働省：保健 

師に係る研修のあり方等に関する検討会 最終とりまとめ,平成 28 年 3 月）を参照 

 

5.特別委員会での確認事項 

 

 1）保健師の人材育成計画について 

 

 （1）自治体における保健師の人材育成計画の目的・目標に関する考え方 

①保健師の人材育成計画の策定は、「今求められている保健師の仕事の見える化」

を図るとともに「効果を出す（出せる）保健師の能力育成」を目指す。 

   ②上記①を達成するために、各自治体に見合った研修やジョブローテーションの

仕組みを構築する。 

 

 （2）キャリアラダーについての考え方 

①標準的なキャリアラダーを使用する。 

          ②保健師としての専門能力の到達度を確認するために、保健活動到達状況チェッ

クリスト Ver.１（日本看護協会作成）も活用可能と考える。 

 

  (3)キャリアパスについての考え方 

①目指す職位が示されることは、望ましい。 

②目標に向かうためには、ジョブローテーションや人事交流、研修を連動させて

必要な能力を獲得していく道筋を組み立て、キャリアラダーに沿って専門能力

を向上させることが必要である。 

 

2）組織で活用できる人材育成計画を作成するために 

 

保健師の人材育成計画の策定や活用にあたっては、市町村長や人事担当者、他職

種の理解や協力が必要である。そのため、保健師自身の能動的な動きが必要であり、

保健師間で人材育成計画の必要性などを共有することが重要である。保健師は、ど

の段階のキャリアレベルにおいても専門職として絶えず「専門性を向上させる」と

いう自覚を持つことが必要である。
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1.情報収集及び情報提供等の実施について 

  

 協力都道府県に対し、以下の情報収集を行った。 

 

（1）保健師の人材育成計画や現任教育体制等に関する情報 

   ・協力都道府県や県内市町村における既存の人材育成計画や現任教育体制等につ

いての情報 

 （2）保健師の人材育成を検討する会議への参加（現地訪問※）と情報提供 

・協力都道府県における保健師の人材育成を検討する会議（検討会）等に、本委

員会委員が参加し、保健師の人材育成計画を策定するプロセスを通して、市町

村への支援のあり方を検討し、必要に応じ情報提供や助言を実施 

 

   ※現地訪問にあたり、特別委員会にて一定の仮説の組み立てを行い、以下の大項

目に従い中項目・小項目を設定した。それを情報収集の視点とし、現地訪問の

際は検討会への議論に参加をする中で、その仮説の各項目の内容の充実や妥当

性に関する情報収集を行った。 

 

【大項目（案）】 

      1.自治体における保健師の人材育成計画の策定に関する合意形成 

       2.現在の保健師体制や保健師活動の特徴に関する実態把握 

       3.今の行政ニーズと保健師の能力に関する検討 

       4.今求められている能力を獲得する方策の検討 

 

    

2.現地訪問実施日 

 

協力都道府県 現地訪問  

山形県 
 

平成 30 年 2 月 19 日（月） 
委員 2 名・事務局 1 名 

 
 

兵庫県 【１回目】 
平成 29 年 11 月 28 日（火） 
委員 3 名・事務局 2 名 

【2 回目】 
平成 30 年 2 月 8 日（木） 
参加 3 名・事務局 2 名 

熊本県 【１回目】 
平成 30 年 1 月 18 日（木） 
委員 2 名・事務局 2 名 

【2 回目】 
平成 30 年 3 月 1 日（木） 
委員 2 名・事務局 1 名 

山梨県 平成 30 年 1 月 22 日（月） 
事務局 2 名 

 

 

 

 

 

 
 

山 形 県 

 

・山形県では、平成 30 年度に山形県保健師人材育成ガイドライン（仮称）の作成を予

定している。本年は、自治体保健師の専門性に関する能力の実態把握を行った。 

・平成 29 年度は、ガイドラインの作成に向け、「山形県保健師人材育成検討会」にて検

討した。構成メンバーは、学識者（2 大学）、山形県看護協会、山形県国民健康保険

団体連合会、全国健康保険協会山形支部、山形県保健師長会、市町村保健師、県保健

所保健師、山形県職員育成センター、山形県健康福祉部主幹課である。 

・平成 30 年度からは、具体的な案作成のため市町村保健師及び保健所保健師からなる

ワーキングを設置する予定。 

 

 

○保健師に関わる研修の実態の共有 

 ・これまで山形県で実施をされてきた保健師に関連する研修を、県、看護協会、国

民健康保険団体連合会、全国健康保険協会山形支部などから発言を求め、参加者同

士で共有を図った。 

 

○各保健所における現任教育の実態を共有 

・各保健所管内で実施している会議や研修会について、各保健所から報告があり、そ

の内容や課題について共有した。 

・各保健所における実施体制については、保健所により保健師の人数に差があること

もあり、差が生じている。その均てん化の必要性などに関する課題を共有した。 

 

○専門性の獲得状況の把握について 

・山形県では新たにガイドラインを作成するために保健師の保健活動到達状況調査を

実施した。調査は、山形県看護協会、山形県健康福祉部健康長寿推進課健康づくり

プロジェクト推進室、山形大学医学部看護学科が共同で実施をしており、調査対象

は山形県内の自治体で活動する常勤保健師（約 420 名）である。調査票は日本看護

協会が開発した保健師活動到達状況チェックリスト Ver.1 をもとにしていた。 

・平成 30 年 2 月 13 日時点の回収率は 57.8％であった。 

・行動評価の一次集計では、対人支援活動の個人及び家族への支援は「自立してでき

る」とう回答が多くみられた。ケアシステムの構築や健康危機管理の体制整備はな

どは、「自立して実施できる」との回答者が少なかった。 

・今後は平成 30 年春にデータエディティング、分析・まとめをし、平成 30 年の山形

県保健師人材育成検討会にて結果が報告される予定である。 
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1.情報収集及び情報提供等の実施について 

  

 協力都道府県に対し、以下の情報収集を行った。 

 

（1）保健師の人材育成計画や現任教育体制等に関する情報 

   ・協力都道府県や県内市町村における既存の人材育成計画や現任教育体制等につ

いての情報 

 （2）保健師の人材育成を検討する会議への参加（現地訪問※）と情報提供 

・協力都道府県における保健師の人材育成を検討する会議（検討会）等に、本委

員会委員が参加し、保健師の人材育成計画を策定するプロセスを通して、市町

村への支援のあり方を検討し、必要に応じ情報提供や助言を実施 

 

   ※現地訪問にあたり、特別委員会にて一定の仮説の組み立てを行い、以下の大項

目に従い中項目・小項目を設定した。それを情報収集の視点とし、現地訪問の

際は検討会への議論に参加をする中で、その仮説の各項目の内容の充実や妥当

性に関する情報収集を行った。 

 

【大項目（案）】 

      1.自治体における保健師の人材育成計画の策定に関する合意形成 

       2.現在の保健師体制や保健師活動の特徴に関する実態把握 

       3.今の行政ニーズと保健師の能力に関する検討 

       4.今求められている能力を獲得する方策の検討 

 

    

2.現地訪問実施日 

 

協力都道府県 現地訪問  

山形県 
 

平成 30 年 2 月 19 日（月） 
委員 2 名・事務局 1 名 

 
 

兵庫県 【１回目】 
平成 29 年 11 月 28 日（火） 
委員 3 名・事務局 2 名 

【2 回目】 
平成 30 年 2 月 8 日（木） 
参加 3 名・事務局 2 名 

熊本県 【１回目】 
平成 30 年 1 月 18 日（木） 
委員 2 名・事務局 2 名 

【2 回目】 
平成 30 年 3 月 1 日（木） 
委員 2 名・事務局 1 名 

山梨県 平成 30 年 1 月 22 日（月） 
事務局 2 名 

 

 

 

 

 

 
 

山 形 県 

 

・山形県では、平成 30 年度に山形県保健師人材育成ガイドライン（仮称）の作成を予

定している。本年は、自治体保健師の専門性に関する能力の実態把握を行った。 

・平成 29 年度は、ガイドラインの作成に向け、「山形県保健師人材育成検討会」にて検

討した。構成メンバーは、学識者（2 大学）、山形県看護協会、山形県国民健康保険

団体連合会、全国健康保険協会山形支部、山形県保健師長会、市町村保健師、県保健

所保健師、山形県職員育成センター、山形県健康福祉部主幹課である。 

・平成 30 年度からは、具体的な案作成のため市町村保健師及び保健所保健師からなる

ワーキングを設置する予定。 

 

 

○保健師に関わる研修の実態の共有 

 ・これまで山形県で実施をされてきた保健師に関連する研修を、県、看護協会、国

民健康保険団体連合会、全国健康保険協会山形支部などから発言を求め、参加者同

士で共有を図った。 

 

○各保健所における現任教育の実態を共有 

・各保健所管内で実施している会議や研修会について、各保健所から報告があり、そ

の内容や課題について共有した。 

・各保健所における実施体制については、保健所により保健師の人数に差があること

もあり、差が生じている。その均てん化の必要性などに関する課題を共有した。 

 

○専門性の獲得状況の把握について 

・山形県では新たにガイドラインを作成するために保健師の保健活動到達状況調査を

実施した。調査は、山形県看護協会、山形県健康福祉部健康長寿推進課健康づくり

プロジェクト推進室、山形大学医学部看護学科が共同で実施をしており、調査対象
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兵 庫 県 

 

  ・兵庫県では平成 20 年に保健師現任教育指針、平成 24 年にひょうごの保健師 

が目指す方向性や活動指針を示した「保健師業務ガイドライン」を作成している。 

  ・平成 29 年度はそのガイドラインを見直し、改定案の作成を目指している。 

  ・改定するガイドラインの構成は、「ひょうごの保健師のあるべき姿（ビジョン）」

「改定のポイント」「ガイドライン（兵庫県における行政保健師の人材育成の現状

と課題、基本的な考え方、体系的な人材育成体制構築の推進（キャリアラダーやキャリ

アパス含む）、保健師現任教育の進め方、統括保健師を担う保健師の育成）などで構

成される予定である。 

   ・本年は、ガイドラインの見直しにあたって「ひょうごの保健師キャリアラダー策

定検討会」を設置した。構成メンバーは、自治体保健師代表（県健康福祉事務所、

中核市、市町）、兵庫県健康福祉部長、兵庫県（健康福祉部社会福祉局社会福祉課、

人事担当者）、学識者（県立大学、神戸大学）、兵庫県看護協会保健師職能委員長で、

オブザーバーとして兵庫県企画県民部管理局人事課職員の出席があった。これまで

2 回の策定検討会を実施している。 

 ・平成 30 年度からモデル市町による人材育成計画の策定等を進める予定である。 

 

   

○保健師の活動体制についての実態を県・保健所・市町で共有 

  ・県で各市町における保健師の年齢構成、退職や休職の状況などを可視化（グラフ

化）し、検討会参加者全員で保健師の活動体制等に関する実態を共通理解できる

ようにした。 

 

  ○保健師活動に関する課題を共有 

・検討会では、業務を行うにあたって直面している課題について意見を出しあった。

兵庫県では、新任期の研修は県下市町保健師を全対象とし人材育成を行っている

などの OJT や Off－JT の強みを確認すると共に、保健師同士のネットワーク作り

や情報交換や共有の場の重要性などを確認した。 

・アウトソーシングする保健師事業が増加しているが「直接サービスのアウトソー

シングが増加し、A-1 レベルの新人もそのマネジメントが業務となっており、新

人は業務内容に戸惑ったり、不全感を持っている」「保健サービスがアウトソー

シングになっていく中で、どこの部分は委託できるのか、保健師として委託でき

ない部分はどこか、などを考えることができなくなってきている」等の課題を共

有した。 

・業務分担等が進んできたこともあり「一定の領域の業務は進んで実施するが、そ

の他の領域への関心が薄い」という保健活動全体ができるという保健師がいなく

なるのではないかという不安がある、などの日常の活動で感じている不安を共有

した。 
 

 

 
 

○現状での OJT の工夫について共有 
・現在の保健師活動の実態から、各市における OJT の工夫についての共有を行っ

た。ある市では、業務委託が多くなり新人保健師が直接サービスを経験できる機

会が減少しているため、新人保健師に直接サービスを経験させたい場合は、委託

している先と調整をし、ケースを残していてもらい訪問などが実施できるように

調整をしていた。また他の市では健常な新生児の訪問は必ず実施するようにして

いるなど、市町村の規模や特徴により、能力を身につけるためには調整や工夫が

必要であることを共有した。 
 
○標準的なキャリアラダーの意義や意味を共有する必要性 

・標準的なキャリアラダーの各レベルにおいて求められる能力は、言葉の捉え方の

解釈が個人により異なる点を共有し、保健師間で共通認識を持つ必要性を確認し

た。 

・事務職へのアピールは、保健師の人材育成計画策定、キャリアラダー活用につ 

 いて、実効性があることを理解してもらい合意形成することが必要である。 

 

○人事評価との整合性についての整理 

・キャリアラダーに関する個々の保健師の能力の確認を、人事評価に活用するのか

について議論をした。人事担当者からは、人事評価に活用するならば組織の理解

や評価される者の納得も必要であるなどのアドバイスがあった。議論の結果、県

としては、現時点ではキャリアラダーの確認（レベルの確認）は、人事評価とは

しない整理を行った。さらに、各市町村においても、組織の状況等に合わせ人事

評価等の整合性を図っていくことの必要性が共有された。 

・キャリアラダーやそれに伴うポートフォリオ※の扱いも、保健師個々の人材育成

のために活用するという位置づけを明確にした。 

 

○産休・育休に関連した課題の整理 

・長期に育休を取得する者が「職場に復帰しても制度や事業内容が多く変化してお

り、業務に馴染むこと自体が難しいという面もある」という現状や、産休・育児

休暇取得者を支援する保健師の負担の増加や疲弊についての実態を共有した。 

・産休・育休取得者の人材育成については県職員としての支援や研修制度等を確認

し、ガイドライン内へ記載する事項を再度検討することした。 

 

 

 

 

※ポートフォリオ：単なる経歴ファイルではなく、個々の成長のプロセスの軌跡を可視化したものであり、キャリア開

発においては目標達成に至るまでの様々な経験や学習の記録として、あるいは自己の経験や学習をマネジメントする

ためのツールとして活用することが可能である。（助産実践能力習熟段階活用ガイド、平成 25 年、日本看護協会） 
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熊 本 県 

 

・熊本県は、標準的なキャリアラダーやキャリアパスを盛り込んだ人材育成の体制の構

築を目指し、平成 29 年度は、平成 24 年 3 月に策定した「熊本県保健師人材育成指針」

（以下、「人材育成指針」という）の一部改訂案の作成を目指している。 

・改訂する人材育成指針は、「人材育成の目的」「人材育成の方針」「目指す保健師像」

「目指す保健師になるための必要な能力」「必要な能力を習得するための体制」「統括

的役割を担う保健師」等で構成される予定である。 

・平成 29 年度は改訂案作成のため、「保健師現任教育担当者会議」にて検討を行った。

構成メンバーは、県保健所現任教育担当者、健康づくり推進課審議員、医療政策課保

健師であった。今年度は 3回の会議を開催している。 

・平成 30 年度は、市町村保健師にも参加を呼びかける公衆衛生看護管理者会議（通常

は、保健所保健予防課長等が対象）や、各保健所における保健師リーダー会議及び保

健師長会等においても意見を聴取。さらに学識経験者や、看護協会、医師会等による

“熊本県看護対策会議”においてオーソライズし、改訂版の発行を予定している。 

  

 

○保健師の配置や現任教育の実態や課題について共有 

・各保健所管内における保健師の配置や現任教育の実態や課題について議論を実施し

た。「震災（熊本地震）があり、市町村でも統括保健師の配置の必要性が認識され

た」など、現状を具体的に話し合った。 

 

○保健所と市町村との連携・協働について共有  

・保健所と市町村との通常業務に関する連携・協働の状況などを共有した。関係性や

連携に変化が見られた要因のひとつとして、保健所からの粘り強い働きかけやタイ

ムリーな関連情報の提供が、保健所と市町村の良好な関係づくりに重要であるとい

うことを確認した。 

 

○市町村からの県（保健所）への期待について共有 

・当初、一部の市町村からは、新任期の研修を重視するあまり、中堅期以降の研修に

ついての保健所への期待が希薄だったが、具体的な人材育成の方法や統括保健師の

配置への動き、組織の活性化などについてのニーズが県に対して寄せられているこ

となどを共有することによってその理解が高まってきたことが意見として出され

た。県（保健所）は、地域で保健師の役割が十分に発揮できるような環境を作らな

ければならないということを共有した。 

 

 ○ジョブローテーション、人事交流、研修に関する課題や方向性を共有 

・研修の一環でもある人事交流は、対象の保健師はもちろん、送り出す組織もその目

 

 
 

的や人事交流を通じて果たすべき又は獲得すべき役割を明確にし、交流先へ送り出

すことが必要である、ということが確認された。 

・「新任期は、対人保健サービスが経験できるようなキャリアパスが必要ではないか」

「活動を積み上げていき、リーダーや役付き職員となっていくことも必要ではない

か」、という方向性についても議論した。 

 

○熊本県で活用していくキャリアラダーについて共有 

・熊本県の目指すべき保健師像について共有した。キャリアラダーについては、標準

的なキャリアラダーを活用していくメリット（他県や全国との比較が可能になるな

ど）を確認し、標準的なキャリアラダーを活用していくこととした。 

・既存の人材育成指針に示されている熊本県の保健師として大切にしてきた基本的能

力（向上心を持って、チームワークを活かしながら自身の役割と責任を全うする能

力）、及び行政能力（関係法令や事業体系を理解し、業務を管理する能力）の 2 項

目については、熊本県版としてキャリアラダーの中に位置付けるという方向性を共

有した。 

・キャリアラダーに示されている用語についての意味や疑問などについて議論し、例

えば「地域のあるべき姿をイメージできる」という文言の「“地域の”と示されて

いる地域とは、広域に活動する保健所などの場合はどこになるのか」など、保健師

個々で捉え方が異なる用語について議論を実施し、キャリアラダーの項目の具体的

な表現について検討した。 

 

○人材育成指針の活用についての意見交換 

・キャリアラダーによる自己評価は、保健師個々の成長を促すものとして活用をして

いくことを確認した。 

・私の仕事シート（いわゆるポートフォリオ）は、保健師自身のキャリア形成のため

には 1年ごとに記入をしてしくことも必要ではないかとの意見も出され、次回以降

の会議でも検討していくこととなった。 
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○保健師の配置や現任教育の実態や課題について共有 

・各保健所管内における保健師の配置や現任教育の実態や課題について議論を実施し

た。「震災（熊本地震）があり、市町村でも統括保健師の配置の必要性が認識され

た」など、現状を具体的に話し合った。 

 

○保健所と市町村との連携・協働について共有  
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 ○ジョブローテーション、人事交流、研修に関する課題や方向性を共有 

・研修の一環でもある人事交流は、対象の保健師はもちろん、送り出す組織もその目

 

 
 

的や人事交流を通じて果たすべき又は獲得すべき役割を明確にし、交流先へ送り出

すことが必要である、ということが確認された。 

・「新任期は、対人保健サービスが経験できるようなキャリアパスが必要ではないか」

「活動を積み上げていき、リーダーや役付き職員となっていくことも必要ではない
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○熊本県で活用していくキャリアラダーについて共有 
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ど）を確認し、標準的なキャリアラダーを活用していくこととした。 
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○人材育成指針の活用についての意見交換 
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の会議でも検討していくこととなった。 
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山 梨 県 

 

  ・山梨県は、標準的なキャリアラダーを盛り込んだ「山梨県保健師現任教育マニュ

アル」を平成 29 年 3 月に改訂した（マニュアルの概要は後述）。 

  ・県の管内市町村ではマニュアルをもとに、平成 29 年度より各々の状況に合わせ

た活用を開始している。 

・そこで、本事業の情報収集では、改訂に携わった県保健師や市町村保健師に参集

を依頼し、現在の活用状況も含め情報収集を行った。 

【情報収集参加者】 

市町村:市保健師、町保健師、村保健師 

     県・保健所：保健所保健師、本庁健康増進課保健師（H28 保健所）、 
本庁医務課保健師 

 

   

◇平成 29 年 3 月に改訂した山梨県保健師現任教育マニュアルの概要 

 （目次より以下の部分を抜粋） 

 

   第一章 保健師現任教育検討の経緯 

       （キャリアラダー及びキャリアパスの用語の定義を記載） 

       （現任教育体系、キャリアラダーの関係図を記載） 

   第二章 保健師現任教育の在り方 

       1.「これからの保健師」が目指す姿 

2.保健師現任教育の体制 

3.研修体系 

4.自治体間や関係機関との連携推進 

自治体保健師標準的なキャリアラダー 

キャリアパスを進めるために 

人材育成支援シートの活用 

   第三章 統括的役割を担う保健師に求められる職務と保健師現任教育に対する

役割 

   第四章 保健師現任教育の進め方 

       1.キャリアラダーの活用方法 

       面接・面談のすすめ方 ～気づきを促す面接に～ 

   第五章 新任保健師指導マニュアル 

   

 

 

 

 

 
 

  マニュアルの改訂にあたって 

 

  ○キャリアラダーを何のために活用するのかを確認し、保健師個々の目標を引き出

すという共通認識を共有 

  ・検討会の中では、「評価の認識から、キャリアラダーを使い目標を引き出す」と

いう共通認識を確認し、キャリアパスやキャリアラダーとは何か、ということを

確認しながらマニュアルの改訂を進めていった。 
 
  ○面談・面接の意義や進め方を検討 

・キャリアラダーを活用するにあたって面接は、保健師個々の主体性を促す OJT と

して有効であると考え、面談・面接の必要性を共有した。 

・保健師の目標や気づきを促すためには、キャリアラダーを用いた到達状況の自己

評価だけでなく、面談が重要であると考え、議論を重ねながら「気づきを促す面

接の方法」について大筋を示した。 

 

マニュアル改訂後の活用について 

 

○キャリアラダーやキャリアパスの読み解きに関する研修の開催や工夫 

・県が保健所単位でマニュアルを活用するために、市町村保健師・保健所保健師を

対象とした研修会を、県保健所で計４回企画・実施した。 

・研修会では、説明内容の統一を図るため、マニュアルの作成に関わった保健師（検

討会・作業部会のメンバー）が説明を実施した。 

・市町村保健師によりキャリアラダーやキャリアパスを身近に感じてもらうために、

それらの具体的な活用に関する説明部分は作業部会の市町村保健師が説明する

など、説明者にも配慮した。 

 

○キャリアラダーなどの活用への理解を得る 

・キャリアラダーに関する同じ研修に参加をしても、保健師個々で受け止め方が異

なった。そこで、戸惑い等については保健師個々に話を聞き、評価をするもので

はく、次の目標を持つためにキャリアラダーやキャリアパスを活用していくこと

を本人の反応に合わせ、繰り返し説明した。 

 

○面接・面談技術の向上を目指した研修の実施 

・面接・面談の技術の向上に向け、講師を招いた研修やロールプレイング等を取り

入れた自治体もあった。 
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【参考】山梨県保健師現任教育マニュアル（平成 29 年 3 月改訂）P26 ページより抜粋 

 

 面接・面談の進め方 ～気づきを促す面接に～ 

<面接・面談の意義と面接実施者が留意すること> 
 

①面接は職場内研修(OJT)であることを意識する。 

②標準的なキャリアラダーの項目中には、解釈が人によって異なる言葉があるこ 

 とを認識し、本人がその言葉をどう捉えているかを確認していく。 

③実際に経験していない業務を本人がイメージするのは難しいため、これまで行 

 ってきた業務を想起させ、気づきを促していく。 

④保健師として目指す能力が何かを確認する機会とする。 

 

 

 

 

 

 

コラム キャリアラダーを一つのツールに“育ちを互いに支えあう”ための 

面接・面談の取り組み（情報収集の議論から） 

 

 

・キャリアレベルが少し上の保健師が後輩保健師の面談を実施している。業務内容をよ

く知る身近な先輩保健師と面談をし、到達度を認めてもらうことは、面談を受ける保

健師の達成感になっている。また、面談を実施する側の保健師も後輩保健師の人材育

成を通して、「先輩保健師として、自身はどうあればよいのか」といった自らの役割や

成長を考える良い機会となっている。 

 

・保健師数は少数だが、年齢構成がバランスよく配置されており、屋根瓦式で面談し人

材育成に努めている。屋根瓦式の面談は、面接を受ける側のプレッシャーを減らすこ

とができ、効果的な方法となっている。保健師数は少なくても、気づきを促す面談に

できるかどうかは、年齢や経験の構成、面談の工夫次第なので、人数は課題ではない

と考えている。 

 

  

 
  

 

 
 

 

 

Ⅲ   市町村保健師の人材育成体制の 

構築に関する支援ポイント(案) 
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Ⅲ   市町村保健師の人材育成体制の 
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市町村保健師の人材育成体制の構築に関する支援ポイント（案）について 

 

一般的に専門職とは、高度な専門知識や技能を有する職を指し、資格認定等によって

その職の専門性への社会的認知を含むものとされている。保健師は国家資格を有する専

門職であるが、それだけでは保健師としての実践能力は不十分であり、OJT と Off-JT

を合わせた研修や自己研鑽が必要である。 

保健師における人材育成や専門性の評価は、これまで保健師の経験年数を基軸に考え

られてきた歴史がある。しかし近年、保健師の養成課程が多様化したことを考慮すれば、

一律に経験年数では能力が提示できない現実がある。「保健師の研修のあり方等に関す

る検討会最終とりまとめ」において「自治体保健師の標準的なキャリアラダー」及び「自

治体保健師のキャリアパスのイメージ」（厚生労働省,2016）が示されたことで、個々の

保健師の目標や能力の獲得状況、ライフステージ等の多様性に応じた効果的な人材育成

を推進することが期待されている。 

現在、都道府県では、保健師の人材育成計画の見直しを始める動きがみられている。

一方、市町村からは「ぜひ市独自の人材育成計画を作ってみたい」「町でも独自の人材

育成計画を作っていきたいが、作成のイメージが難しい」などの声が聞かれている。 

保健所には市町村保健師の人材育成を支援する役割が期待されており、この点につい

て「地域における保健師の保健活動について」（平成 25 年 4 月 19 日健発 0419 第１号）

に示されている。そのため、市町村の人材育成計画の策定を支援する都道府県（保健所）

保健師の支援のためのツールの一つとなることを期待し、本支援ポイント（案）を作成

した。市町村へ支援を行う際は、各市町村の特徴や考え方、保健師の人数や構成等によ

り、その配慮や工夫点は異なる。本支援ポイント案は、市町村における保健師の人材育

成計画策定への柔軟な支援への参考となると考える。 
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Ⅰ
自

組
織

の
組

織
及

び
保

健
師

活
動

の
実

態
を

把
握

す
る

各
市

町
村

の
保
健
師

を
は

じ
め
と
す
る
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
が

保
健

師
の

人
材
育
成

計
画
を
策

定
す
る
際
の

視
点

【
主

語
：
各
市

町
村
】

都
道

府
県

（
保
健

所
）
保

健
師

が
市

町
村

を
支

援
す
る
際

に
想

定
さ
れ

る
配

慮
や
工

夫
点

【
主

語
：
都

道
府
県
（
保

健
所
）
保
健

師
】

1
.組

織
診
断

※
を
行

い
、
保
健

師
の

人
材
育

成
に
関
す

る
課

題
や

困
難

を
把
握

す
る

○
市
町

村
に

お
け
る

保
健
師
の

人
数

や
職
位

等
の
実

態
を

把
握

す
る

（
保
健

師
数

及
び
配

置
、
年
齢

構
成

、
職
位

、
休
職
の

状
況
、

異
動

、
採
用

の
状
況
、

統
括

保
健
師

の
配
置
等

）
○

保
健

師
の

体
制
に

関
す
る
偏

り
や

傾
向
を

分
析
す
る

○
保
健

師
の

人
材
育

成
に
関
す

る
予

算
等
を

把
握
す
る

○
保
健

所
等

と
の
連

携
や
協
働

の
実

態
を
把

握
す
る

○
市
町

村
に

お
け
る

組
織
の
実

態
を

把
握
す

る
（

組
織

の
人

材
育
成

等
の
指
針

、
首

長
等
の

考
え
、
組

織
の
人

員
、

他
職
種

（
専
門
職

）
の

人
材
育

成
の
状
況

)
○

人
材

育
成

計
画
を

策
定
す
る

に
あ

っ
た
っ

て
の
組
織

に
お
け

る
キ

ー
パ
ー

ソ
ン
を
把

握
す

る

2
.目

指
す
べ

き
保
健

師
活
動
に

つ
い

て
言
語

化
し
、
人

材
育

成
計

画
策

定
に
向

け
た
意
識

を
共

有
す
る

○
目
指

す
べ

き
保
健

師
活
動
に

向
け

て
困
難

点
を
表
出

し
、

望
ま

し
い
人

材
育
成
の

方
向

を
共
有

す
る
。

○
保
健

師
の

人
材
育

成
計
画
を

策
定

（
見
直

し
）
す
る

と
い

う
意

識
を
共

有
す
る

※
組
織
診
断

：一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ

う
な
意
識
、
満
足

度
、
動
機
付

け
の
状
況

に
あ
る
か
、
そ
れ

ら
か

ら
な
る

組
織
や
職
場
が

ど
の
よ
う
に
機

能
し
て
い
る
か
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
の
機
能

を
発
揮
し
、
相
互
に

連
携
し
な
が

ら
ど

の
よ
う
に

組
織
が
健

全
に
運
営

さ
れ

、
望

ま
し
い
成
果

を
産
み
出

し
て
い
る
か
の
現
状

を
多
面

的
に
診
断

す
る

こ
と
。

・
市
町

村
の

保
健
師

活
動
の
体

制
が

ど
の
よ

う
に
な
っ

て
い

る
の
か

を
、
言
語

化
で

き
る

よ
う

に
促

す
。

・
保
健

師
の

構
成
や

配
置
、
異

動
の

実
態
な

ど
も
踏
ま

え
、

保
健
師

間
で
活
動

の
課

題
や

困
難

感
、

悩
み
を

言
語
化
で

き
る

よ
う
に

促
す
。

・
組
織

の
特

徴
や
風

土
、
保
健

師
の

人
材
育

成
を
取
り

巻
く

状
況
や

人
材
育
成

の
課

題
や

困
難

点
を

総
合
的

に
、
市
町

村
の

統
括
保

健
師
等
を

は
じ

め
と
す

る
コ
ア
メ

ン
バ

ー
と

共
有

で
き

る
よ
う

に
す
る
。

・
委

託
業
務

を
含
め
す

べ
て

の
活
動

の
質
を
担

保
す

る
に
は

、
PD
CA
サ

イ
ク

ル
を
展

開
さ

せ
、
地

域
の
情
報

や
活

動
の
目

的
が
明
確

で
あ

る
こ
と

が
必
要
で

あ
る

。
そ
の

た
め

実
施
さ

れ
て
い
る

事
業

の
目
的

と
ア
ウ
ト

カ
ム

が
一
致

し
て
い
る

か
を

、
市
町

村
保

健
師
と

共
に
確
認

・
共

有
す
る

。
・

市
町
村
独

自
で
は
把

握
し

づ
ら
い

保
健
師
活

動
の

強
み
な

ど
に
関
す

る
情

報
を
提

供
す

る
（
他

県
や

他
市
町

村
の
状

況
、
情

報
の

フ
ィ
ー
バ

ッ
ク
、

ベ
ン
チ

マ
ー
ク

）
。

・
組
織

の
中

に
お
い

て
誰
が
、

専
門

職
の
人

材
育
成
に

関
与

し
て
い

る
の
か
を

市
町

村
の

統
括

保
健

師
と
共

に
共
有
す

る
。

・
理
解

や
協

力
を
得

る
こ
と
が

必
要

な
保
健

師
以
外
の

キ
ー

パ
ー
ソ

ン
を
把
握

し
、

そ
の

キ
ー

パ
ー

ソ
ン
の

考
え
を
市

町
村

の
統
括

保
健
師
等

と
共

有
で
き

る
よ
う
に

す
る

。
・

市
町

村
に

お
い
て

外
部
機
関

が
何

が
で
き

る
の
か
（

何
が

促
進
要

因
と
な
る

の
か

）
を

、
市

町
村

の
統
括

保
健
師
等

と
検

討
す
る

。

・
市

町
村
保

健
師
が
能

動
的

に
人
材

育
成
計
画

作
成

に
取
り

組
め
る
よ

う
、

キ
ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー
を
取

り
入
れ
て

人
材

育
成
を

進
め
て
い

る
自

治
体
の

メ
リ
ッ
ト

や
成

果
な
ど

の
情

報
を
提
供

す
る
。

・
保

健
師
数

や
構
成
に

変
化

が
生
じ

る
場
面

（
新
人

保
健
師

の
採
用

や
保
健

師
の

退
職

等
）

を
、

人
材
育

成
の
体
制

を
見

直
す
契

機
と
で
き

る
よ

う
に
配

慮
す
る
。

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅱ
 
 
保
健

師
の

人
材

育
成

計
画

の
策

定
に

関
す

る
組

織
の

理
解

と
合

意
を

得
る

都
道

府
県

（
保

健
所

）
保
健

師
が

市
町

村
を
支

援
す

る
際

に
想

定
さ
れ

る
配

慮
や

工
夫

点

【
主

語
：
都

道
府

県
（
保

健
所

）
保

健
師

】

1
.キ

ャ
リ
ア
ラ

ダ
ー
や

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
理
解
す
る

○
キ

ャ
リ
ア
ラ

ダ
ー
や

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
意
義
や

そ
の
内
容
を

理
解
す

る
。

2
.保

健
師
の
人

材
育
成

計
画
策
定
に
関
し
、
組
織
の
合
意

を
得
る

○
保

健
師
間
に

お
い
て

保
健
師
の
人
材
育
成
計
画
の

策
定
（
見
直

し
）
を

決
定
す
る
。

○
市

町
村
長
や

人
事
部

門
や
保
健
師
配
属
部
門
を
総
括

す
る
上
司
な

ど
に
、

保
健
師
の
人
材
育
成
計
画
の
策

定
に
関
す
る

協
力
や

合
意
を
得
る
。

○
保

健
師
の
人

材
育
成

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
外
部

関
係
機
関
に

も
働
き

か
け
、
協
力
を
得
る
。

・
自
治
体
保

健
師
の
標

準
的
な
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
に
つ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
が
発

出
さ
れ
た

意
味

や
、
各
レ
ベ
ル

に
応
じ
て
求
め
ら
れ

る
能

力
の
意
味

を
、
自
分
た
ち
の

活
動
に
あ
て
は
め

た
時
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
を
共
有
す
る
よ
う
促
す
。

→
例
：
個
人
に
よ
り
捉

え
方
が

異
な
り
や
す
い
言
葉
の

解
釈
・
意
味
の

整
理
な
ど
を
行
う
。

→
例
：
A１

～
A5

、
B1
～
B4

は
ど
の
よ
う
な
保
健
師

な
の
か
、
何
が
で
き
る
保
健
師
な
の

か
を

話
し
合
え
る
よ
う
に
す
る

・
一
律
に
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
「市

町
村
の
課
題
解
決
に
、
ラ
ダ
ー
の
活

用
が

可
能
か
」
な
ど
の
声

か
け
等
、
ラ
ダ
ー
を
「
活
用
し
た
い
と
思

え
る
内
容

（場
面

）」
を
想
起
さ

せ
る
。 →
例
：
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の

活
用
（
意
味
の
共
有
）に

関
す
る
勉
強
会
を
保
健
所
単
位
で
実
施

・
市
町
村
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
等
の
保

健
師
が

、
ど
の
よ
う
な
部
署

に
配
置

さ
れ
て
い

る
の
が
望

ま
し
い
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
異

動
が
望

ま
し
い
か
を
言
語
化
を
促
し
、
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成

を
は

か
る
。

・
保
健
師
の

人
材
育
成

計
画
の

策
定
目
的
や
目
標
が
、
計
画
内
に
明
文
化
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
。

→
例
：
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
を
取

り
入
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
み
を
作
成
す
る

の
で
は
な
く
、
保
健

師
の
人

材
育
成
計

画
と
な
る
よ
う
に
策
定
の
目

的
や
目

標
を
明
文
化

・
都
道
府
県

な
ど
の
人
材

育
成
に
関
す
る
検
討

会
で
議

論
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

の
統
括
保
健

師
等
が
復
命
す
る
と
共
に
、
交
さ
れ
た
様
々
な
市
町
村
か
ら
の
意

見
な
ど
に
つ

い
て
も
口
頭
で
報
告
す
る
な
ど
し
、
人
材

育
成
の
動

き
を
伝

え
る
。

・
県
内
外
の

市
町
村
で
の
人
材
育
成
計
画
策
定

の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
も
情
報
を
提

供
す
る
。

・
人
事
部
門

担
当
者
等

の
理
解
を
促
す
た
め
、
計
画

策
定
（見

直
し
）作

業
の
開
始
段
階
か

ら
他
職
種

へ
検
討
会

等
へ
の
参

加
や
協

力
を
求
め
る
よ
う
に
市
町

村
の
統

括
保
健
師

等
と

共
有

す
る
。

・
市
町
村
に
お
い
て
保
健
所
な
ど
の

外
部
機
関
が
何
が
で
き
る
の
か
（何

が
理
解
を
促
す
要

因
と
な
る
の

か
）
を
、
市
町

村
の
統

括
保
健

師
等
と
検
討

す
る
。

・
関
係

機
関

（
想

定
さ
れ

る
外

部
機

関
：

市
町
村

保
健

師
協
議

会
、

保
健
師

長
会

、
看
護

協
会

、
大

学
等

の
教

育
機

関
、
保

健
所

長
会
等

）
へ
の
期

待
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
促
す

→
例

：
人
材

育
成
計
画

の
策
定

に
引
き
続
き
、
研

修
の
企

画
や
実
施

で
も
協
力

を
求

め
る

・
人
材

育
成
計
画

の
策
定
以
外
で
も
、
日
常
か
ら
関

係
機
関

と
市
町
村
が

交
流
で
き
る
場

や
意
見
交
換

の
場
を
設
定
す
る
。

各
市

町
村

の
保

健
師

を
は
じ
め

と
す

る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
が

保
健

師
の

人
材

育
成

計
画

を
策

定
す

る
際

の
視

点
【
主

語
：
各
市

町
村

】

－ 20 －
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Ⅰ
自

組
織

の
組

織
及

び
保

健
師

活
動

の
実

態
を

把
握

す
る

各
市

町
村

の
保
健
師

を
は

じ
め
と
す
る
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
が

保
健

師
の

人
材
育
成

計
画
を
策

定
す
る
際
の

視
点

【
主

語
：
各
市

町
村
】

都
道

府
県

（
保
健

所
）
保

健
師

が
市

町
村

を
支

援
す
る
際

に
想

定
さ
れ

る
配

慮
や
工

夫
点

【
主

語
：
都

道
府
県
（
保

健
所
）
保
健

師
】

1
.組

織
診
断

※
を
行

い
、
保
健

師
の

人
材
育

成
に
関
す

る
課

題
や

困
難

を
把
握

す
る

○
市
町

村
に

お
け
る

保
健
師
の

人
数

や
職
位

等
の
実

態
を

把
握

す
る

（
保
健

師
数

及
び
配

置
、
年
齢

構
成

、
職
位

、
休
職
の

状
況
、

異
動

、
採
用

の
状
況
、

統
括

保
健
師

の
配
置
等

）
○

保
健

師
の

体
制
に

関
す
る
偏

り
や

傾
向
を

分
析
す
る

○
保
健

師
の

人
材
育

成
に
関
す

る
予

算
等
を

把
握
す
る

○
保
健

所
等

と
の
連

携
や
協
働

の
実

態
を
把

握
す
る

○
市
町

村
に

お
け
る

組
織
の
実

態
を

把
握
す

る
（

組
織

の
人

材
育
成

等
の
指
針

、
首

長
等
の

考
え
、
組

織
の
人

員
、

他
職
種

（
専
門
職

）
の

人
材
育

成
の
状
況

)
○

人
材

育
成

計
画
を

策
定
す
る

に
あ

っ
た
っ

て
の
組
織

に
お
け

る
キ

ー
パ
ー

ソ
ン
を
把

握
す

る

2
.目

指
す
べ

き
保
健

師
活
動
に

つ
い

て
言
語

化
し
、
人

材
育

成
計

画
策

定
に
向

け
た
意
識

を
共

有
す
る

○
目
指

す
べ

き
保
健

師
活
動
に

向
け

て
困
難

点
を
表
出

し
、

望
ま

し
い
人

材
育
成
の

方
向

を
共
有

す
る
。

○
保
健

師
の

人
材
育

成
計
画
を

策
定

（
見
直

し
）
す
る

と
い

う
意

識
を
共

有
す
る

※
組
織
診
断

：一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ

う
な
意
識
、
満
足

度
、
動
機
付

け
の
状
況

に
あ
る
か
、
そ
れ

ら
か

ら
な
る

組
織
や
職
場
が

ど
の
よ
う
に
機

能
し
て
い
る
か
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
の
機
能

を
発
揮
し
、
相
互
に

連
携
し
な
が

ら
ど

の
よ
う
に

組
織
が
健

全
に
運
営

さ
れ

、
望

ま
し
い
成
果

を
産
み
出

し
て
い
る
か
の
現
状

を
多
面

的
に
診
断

す
る

こ
と
。

・
市
町

村
の

保
健
師

活
動
の
体

制
が

ど
の
よ

う
に
な
っ

て
い

る
の
か

を
、
言
語

化
で

き
る

よ
う

に
促

す
。

・
保
健

師
の

構
成
や

配
置
、
異

動
の

実
態
な

ど
も
踏
ま

え
、

保
健
師

間
で
活
動

の
課

題
や

困
難

感
、

悩
み
を

言
語
化
で

き
る

よ
う
に

促
す
。

・
組
織

の
特

徴
や
風

土
、
保
健

師
の

人
材
育

成
を
取
り

巻
く

状
況
や

人
材
育
成

の
課

題
や

困
難

点
を

総
合
的

に
、
市
町

村
の

統
括
保

健
師
等
を

は
じ

め
と
す

る
コ
ア
メ

ン
バ

ー
と

共
有

で
き

る
よ
う

に
す
る
。

・
委

託
業
務

を
含
め
す

べ
て

の
活
動

の
質
を
担

保
す

る
に
は

、
PD
CA
サ

イ
ク

ル
を
展

開
さ

せ
、
地

域
の
情
報

や
活

動
の
目

的
が
明
確

で
あ

る
こ
と

が
必
要
で

あ
る

。
そ
の

た
め

実
施
さ

れ
て
い
る

事
業

の
目
的

と
ア
ウ
ト

カ
ム

が
一
致

し
て
い
る

か
を

、
市
町

村
保

健
師
と

共
に
確
認

・
共

有
す
る

。
・

市
町
村
独

自
で
は
把

握
し

づ
ら
い

保
健
師
活

動
の

強
み
な

ど
に
関
す

る
情

報
を
提

供
す

る
（
他

県
や

他
市
町

村
の
状

況
、
情

報
の

フ
ィ
ー
バ

ッ
ク
、

ベ
ン
チ

マ
ー
ク

）
。

・
組
織

の
中

に
お
い

て
誰
が
、

専
門

職
の
人

材
育
成
に

関
与

し
て
い

る
の
か
を

市
町

村
の

統
括

保
健

師
と
共

に
共
有
す

る
。

・
理
解

や
協

力
を
得

る
こ
と
が

必
要

な
保
健

師
以
外
の

キ
ー

パ
ー
ソ

ン
を
把
握

し
、

そ
の

キ
ー

パ
ー

ソ
ン
の

考
え
を
市

町
村

の
統
括

保
健
師
等

と
共

有
で
き

る
よ
う
に

す
る

。
・

市
町

村
に

お
い
て

外
部
機
関

が
何

が
で
き

る
の
か
（

何
が

促
進
要

因
と
な
る

の
か

）
を

、
市

町
村

の
統
括

保
健
師
等

と
検

討
す
る

。

・
市

町
村
保

健
師
が
能

動
的

に
人
材

育
成
計
画

作
成

に
取
り

組
め
る
よ

う
、

キ
ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー
を
取

り
入
れ
て

人
材

育
成
を

進
め
て
い

る
自

治
体
の

メ
リ
ッ
ト

や
成

果
な
ど

の
情

報
を
提
供

す
る
。

・
保

健
師
数

や
構
成
に

変
化

が
生
じ

る
場
面

（
新
人

保
健
師

の
採
用

や
保
健

師
の

退
職

等
）

を
、

人
材
育

成
の
体
制

を
見

直
す
契

機
と
で
き

る
よ

う
に
配

慮
す
る
。

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅱ
 
 
保
健

師
の

人
材

育
成

計
画

の
策

定
に

関
す

る
組

織
の

理
解

と
合

意
を

得
る

都
道

府
県

（
保

健
所

）
保
健

師
が

市
町

村
を
支

援
す

る
際

に
想

定
さ
れ

る
配

慮
や

工
夫

点

【
主

語
：
都

道
府

県
（
保

健
所

）
保

健
師

】

1
.キ

ャ
リ
ア
ラ

ダ
ー
や

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
理
解
す
る

○
キ

ャ
リ
ア
ラ

ダ
ー
や

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
意
義
や

そ
の
内
容
を

理
解
す

る
。

2
.保

健
師
の
人

材
育
成

計
画
策
定
に
関
し
、
組
織
の
合
意

を
得
る

○
保

健
師
間
に

お
い
て

保
健
師
の
人
材
育
成
計
画
の

策
定
（
見
直

し
）
を

決
定
す
る
。

○
市

町
村
長
や

人
事
部

門
や
保
健
師
配
属
部
門
を
総
括

す
る
上
司
な

ど
に
、

保
健
師
の
人
材
育
成
計
画
の
策

定
に
関
す
る

協
力
や

合
意
を
得
る
。

○
保

健
師
の
人

材
育
成

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
外
部

関
係
機
関
に

も
働
き

か
け
、
協
力
を
得
る
。

・
自
治
体
保

健
師
の
標

準
的
な
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
に
つ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
が
発

出
さ
れ
た

意
味

や
、
各
レ
ベ
ル

に
応
じ
て
求
め
ら
れ

る
能

力
の
意
味

を
、
自
分
た
ち
の

活
動
に
あ
て
は
め

た
時
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
を
共
有
す
る
よ
う
促
す
。

→
例
：
個
人
に
よ
り
捉

え
方
が

異
な
り
や
す
い
言
葉
の

解
釈
・
意
味
の

整
理
な
ど
を
行
う
。

→
例
：
A１

～
A5

、
B1
～
B4

は
ど
の
よ
う
な
保
健
師

な
の
か
、
何
が
で
き
る
保
健
師
な
の

か
を

話
し
合
え
る
よ
う
に
す
る

・
一
律
に
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
「市

町
村
の
課
題
解
決
に
、
ラ
ダ
ー
の
活

用
が

可
能
か
」
な
ど
の
声

か
け
等
、
ラ
ダ
ー
を
「
活
用
し
た
い
と
思

え
る
内
容

（場
面

）」
を
想
起
さ

せ
る
。 →
例
：
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の

活
用
（
意
味
の
共
有
）に

関
す
る
勉
強
会
を
保
健
所
単
位
で
実
施

・
市
町
村
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
等
の
保

健
師
が

、
ど
の
よ
う
な
部
署

に
配
置

さ
れ
て
い

る
の
が
望

ま
し
い
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
異

動
が
望

ま
し
い
か
を
言
語
化
を
促
し
、
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成

を
は

か
る
。

・
保
健
師
の

人
材
育
成

計
画
の

策
定
目
的
や
目
標
が
、
計
画
内
に
明
文
化
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
。

→
例
：
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
を
取

り
入
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
み
を
作
成
す
る

の
で
は
な
く
、
保
健

師
の
人

材
育
成
計

画
と
な
る
よ
う
に
策
定
の
目

的
や
目

標
を
明
文
化

・
都
道
府
県

な
ど
の
人
材

育
成
に
関
す
る
検
討

会
で
議

論
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

の
統
括
保
健

師
等
が
復
命
す
る
と
共
に
、
交
さ
れ
た
様
々
な
市
町
村
か
ら
の
意

見
な
ど
に
つ

い
て
も
口
頭
で
報
告
す
る
な
ど
し
、
人
材

育
成
の
動

き
を
伝

え
る
。

・
県
内
外
の

市
町
村
で
の
人
材
育
成
計
画
策
定

の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
も
情
報
を
提

供
す
る
。

・
人
事
部
門

担
当
者
等

の
理
解
を
促
す
た
め
、
計
画

策
定
（見

直
し
）作

業
の
開
始
段
階
か

ら
他
職
種

へ
検
討
会

等
へ
の
参

加
や
協

力
を
求
め
る
よ
う
に
市
町

村
の
統

括
保
健
師

等
と

共
有

す
る
。

・
市
町
村
に
お
い
て
保
健
所
な
ど
の

外
部
機
関
が
何
が
で
き
る
の
か
（何

が
理
解
を
促
す
要

因
と
な
る
の

か
）
を
、
市
町

村
の
統

括
保
健

師
等
と
検
討

す
る
。

・
関
係

機
関

（
想

定
さ
れ

る
外

部
機

関
：

市
町
村

保
健

師
協
議

会
、

保
健
師

長
会

、
看
護

協
会

、
大

学
等

の
教

育
機

関
、
保

健
所

長
会
等

）
へ
の
期

待
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
促
す

→
例

：
人
材

育
成
計
画

の
策
定

に
引
き
続
き
、
研

修
の
企

画
や
実
施

で
も
協
力

を
求

め
る

・
人
材

育
成
計
画

の
策
定
以
外
で
も
、
日
常
か
ら
関

係
機
関

と
市
町
村
が

交
流
で
き
る
場

や
意
見
交
換

の
場
を
設
定
す
る
。

各
市

町
村

の
保

健
師

を
は
じ
め

と
す

る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
が

保
健

師
の

人
材

育
成

計
画

を
策

定
す

る
際

の
視

点
【
主

語
：
各
市

町
村

】
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Ⅲ
 保

健
師
に
求
め
ら

れ
る
能
力
と
実
態
の

差
を
明
ら
か

に
す
る

【
主

語
：各

市
町
村

】

都
道

府
県

（保
健

所
）保

健
師
が

市
町

村
を
支
援
す
る
際

に
想
定
さ
れ
る
配
慮

や
工
夫

点

【
主

語
：
都

道
府
県

（保
健

所
）保

健
師
】

1
.求

め
ら
れ

て
い
る
保
健
師

へ
の
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る

○
住
民

の
健
康

ニ
ー
ズ
を
明

確
に
す
る

○
国
の

動
向
や

制
度

に
つ
い
て
、
組
織

横
断
的
に
共

有
す
る

○
組
織

か
ら
期

待
さ
れ

て
い
る
保
健
師

の
役

割
を
明
確

に
す
る

2
.求

め
ら
れ
て
い

る
ニ
ー

ズ
に
応
え

る
能
力

の
実
態
を

明
ら

か
に
す

る
○
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
を
活
用
し
、
保
健

師
個

々
の
現

在
の

能
力
を
見

極
め
る

○
配
属

部
署
に
よ
り
獲
得

で
き
る
能
力
の

特
徴
や
差

を
明

確
に
す
る
。

3
.保

健
師
に
求
め

ら
れ
て

い
る
ニ
ー

ズ
と
能

力
の
実
態

の
差

を
明
ら

か
に

す
る

○
組
織

（保
健
師
集

団
）と

し
て
強
化

す
べ
き
能
力
を
明
確

に
す
る

○
組
織

と
し
て
目
指
す
べ
き
保

健
活
動

の
あ
り
方
を
共

有
す
る

・個
々
の
能

力
の
確

認
（キ

ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
に
沿

っ
た
レ
ベ
ル
の
確

認
）に

つ
い
て
は
、
組

織
の

状
況
に
あ
わ

せ
て
、
無
理

の
な
い
範

囲
で
人

事
評
価
と
し
て
の
活

用
の
方
法

に
つ
い
て
交
渉

で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。
各

自
治
体
で
人
事
評
価

と
ど
の
よ
う
に
関

連
づ
け
て
い
く
の

か
を

検
討
す
る
よ
う
支

援
す
る
。

・プ
リ
セ
プ
タ
ー
や

統
括
保

健
師

を
交
え
て
、
キ
ャ
リ
ア
レ
ベ
ル
を
確
認

す
る
方
法

な
ど
の
情
報

提
供
を
行

う
。

→
例
：上

席
保
健

師
と
保

健
師
個

人
が
面

談
、
屋
根

瓦
式
に
先

輩
保

健
師

が
後

輩
保
健
師

と
面
談

、
一
定

の
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
な
が
ら
能
力

を
確
認

等

・配
属
先
に
よ
り
、
経
験

で
き
る
業
務
や

獲
得
で
き
る
能
力
の

違
い
を
明

確
に
で
き
る
よ
う
支

援
す
る →
例

：本
庁
に
配

属
の
場

合
に
獲
得

で
き
る
能

力
、
福

祉
分
野
に
配
属

の
場

合
獲
得
で
き

る
能
力
等

、
配

属
先
で
獲

得
で
き
る
能

力
の
違
い
を
明

ら
か
に
す
る

・能
力
の
実

態
に
つ
い
て
、
他

市
町
村

や
県

の
傾

向
等

と
比
較

が
で
き
る
よ
う
に
情
報
を
提

供
す
る
。

・保
健

活
動
（ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
含

む
）が

健
康
課

題
の
解

決
に
向

か
う
方

策
と
合
致

し
て
い
る

の
か
を
保

健
師
間

で
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
配

慮
す
る
。

→
例
：保

健
師
間

で
の
話

し
合
い
の

際
に
は

、
こ
れ

ま
で
の
事
業
の

成
果
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
、
事
業
の

実
施
報

告
や

成
果
も
活

用
す
る

→
例
：今

後
の
動

向
に
関
す
る
情

報
を
提

供
し
、
今

、
市

町
村

に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る

活
動

を
共
に
検
討

す
る

（保
健
師

中
央
会

議
・全

国
厚

生
労

働
関
係

部
局
長
会

議
・保

健
所
長

会
・

衛
生
部
長

会
、
等
）

・配
属

部
署
に
よ
っ
て
捉
え
て
い
る
住

民
の
健
康

ニ
ー
ズ
を
持
ち
寄
り
、
部
署

を
超
え
て
ニ
ー
ズ

を
明

確
に
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
。

・保
健
師
集

団
と
し
て
の

各
キ
ャ
リ
ア
レ
ベ
ル
や
そ
の
凹

凸
（
A‐
1～

A‐
5、

B‐
1～

B‐
4）
を
確
認

し
、
な
ぜ
能

力
の
獲

得
状
況

に
差
が

で
き
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
を
検

討
で
き
る
環

境
を
整

え
る
。

→
例
：「
健
康

危
機
管

理
に
関
す
る
部
分

は
組
織
全

体
と
し
て
弱
い
」
「施

策
化
に
関

し
て
は
、

個
人

に
よ
り
到
達

に
バ
ラ
ツ
キ
が

大
き
く
、
同

じ
A3

レ
ベ
ル
で
も
差
が
あ
る
」
な
ど
を

具
体

的
に
話
し
合
う

各
市

町
村

の
保
健

師
を
は
じ
め
と
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が

保
健

師
の

人
材
育

成
計

画
を
策
定
す
る
際
の
視

点

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ
保

健
師

の
人

材
育

成
計

画
を

立
案

し
活

用
す

る

各
市

町
村

の
保
健

師
を
は
じ
め
と
す
る
ｷ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｿ
ﾝ
が

保
健

師
の

人
材
育

成
計
画

を
策
定
す
る
際

の
視

点

【
主

語
：
各
市
町

村
】

都
道

府
県
（
保
健
所

）保
健
師
が

市
町

村
を
支
援
す
る
際
に
想
定
さ
れ

る
配
慮
や

工
夫
点

【
主

語
：
都
道
府

県
（
保
健

所
）保

健
師
】

1
.自

治
体

に
お
け

る
保
健

師
の
人

材
育
成
計

画
を
作

成
す

る

○
キ
ャ
リ

ア
パ
ス

に
O
JT
及
び

O
f
f
-
J
Tを

提
示
す

る

○
キ
ャ
リ

ア
パ
ス

に
ジ
ョ

ブ
ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

を
提
示

す
る

○
キ
ャ
リ

ア
パ
ス

に
人
事

交
流
を

提
示

す
る

○
キ
ャ
リ

ア
パ
ス

に
キ
ャ

リ
ア
ラ

ダ
ー
と

現
在
の

（
望
ま

し
い
）

職
位
の

関
連
を

提
示
す

る

2
.人

材
育

成
計
画

の
活
用
を

検
討

す
る

○
作
成
し

た
保
健

師
の
人

材
育
成

計
画

に
つ
い

て
共
有

す
る

○
人
材
育

成
計
画

の
活
用

に
つ
い

て
検

討
す
る

・
現

在
保

健
師

が
配

属
さ
れ
て
い
る
部
署

に
留
ま
ら
ず
、
社

会
の
要

請
に
応
じ
て
保
健

師
を
配

置
す
べ
き
部

署
や

異
動

周
期
、
異

動
（
配

置
）
順
序

に
つ
い
て
決
定

で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る

→
例

：
本
庁

経
験

の
必

要
性
や

経
験
時

期
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

ヘ
ル

ス
部

門
と
分

散
配

置
部
門

を
ど
の

よ
う
に
異
動
す
る
の

が
望
ま
し
い
の
か

新
た
に
保
健

師
を
配
置

す
る
必
要
が

あ
る
部
署
は

な
い
の
か

配
属

部
門

（ヘ
ル

ス
部
門
、
分

散
配

置
先
）に

よ
り
経
験

で
き
る
業
務
及

び
獲

得
で
き
る
能

力
を
明
確
に
す
る

・市
町
村

保
健

師
の
能

力
を
強

化
で
き
る
国
・
県
・
関
係
団

体
等
に
よ
る
研
修

等
が
抽

出
で
き
る
よ
う
情

報
を
提
供
す
る
。

・活
用
で
き
る
研

修
と
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
を
結

び
つ
け
、
O
ff－

JT
を
O
JT
に
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

→
例
：
県

で
実

施
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
保

健
師

研
修
は

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の
A‐
4相

当
の
保
健
師

を
対
象
と
し
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
研

修
参

加
者
は

市
町

村
内
で
復
命
を
行
う
と
と
も
に
、
成
果

を
O
JT
に
還
元
で
き
る
よ
う
、
他

の
A‐
4

相
当

の
保

健
師

間
で
話
し
合
い
を
持

つ
。

・日
頃
の

活
動

を
振
り
返
り
、
O
JT
と
し
て
(も

)機
能
し
て
い
る
内

容
と
し
て
意
識

化
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。

→
例
：
事
例

検
討

な
ど
は
、
実
務
を
兼
ね

た
O
JT
と
し
て
効
果
的

か
つ
効
率

的
な
方

法
で
あ
り
、
定
期

的
に
意

図
的

に
開

催
す
る
な
ど
の
工
夫

次
第
で
十
分
に
機

能
が

可
能
。

・研
修
予

算
の
確

保
に
向
け
、
統
括

保
健
師

と
共
に
担
当

者
等
と
の
調

整
を
は
か
る
。

・大
学
等

や
職
能

団
体

等
に
対

し
て
研
修
の

協
力
等

を
確

認
す
る
よ
う
に
促
す
。

・
作

成
し
た
人

材
育

成
計

画
は
、
保
健

師
間
で
活
用
の
共

有
認
識

を
持
て
る
よ
う
に
配
布

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
説
明
会

等
を
実
施

で
き
る
よ
う
、
そ
の

環
境
を
整

え
る
。

・
効

果
的

な
人

材
育

成
計

画
の
活

用
を
市
町
村

の
統
括

保
健
師

等
と
共
有

す
る

→
例
：
新

人
研

修
で
は
必

ず
説

明

・
保

健
師

個
人

の
能

力
を
確
認
す
る
た
め
の

面
接

（面
談
）
に
つ
い
て
、
評
価

的
な
面

接
に
な
ら
な
い
よ
う
、
具
体

的
な

技
法
の

向
上

を
は
か

る
た
め
の

環
境
を
整
え
る
。

→
例
：
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
を
用
い
た
面
接

技
術
の

向
上
に
向

け
た
研

修
会
の

開
催

・
統

括
保

健
師

と
そ
れ
を
補
佐
す
る
立
場
の

リ
ー
ダ
ー
保

健
師

等
が
、
必

要
に
応
じ
（
定
期
的

に
）キ

ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の

確
認
の

方
法

（
面
談

な
ど
を
含
む
）
に
つ
い
て
も
、
共

に
再

考
を
す
る
。

・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
例
：
人
材

育
成

シ
ー
ト
、
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
個
人

の
成
長

や
学
び
の
経
験

の
証

と
な
る
こ
と
を
共

有
す
る
。
管

理
方
法

に
つ
い
て
は
、
取

り
扱

い
や
運

用
に
つ
い
て
検
討
を
し
、
保

健
師
間

等
で
の

合
意

形
成

が
必

要
で
あ
る
こ
と
に
配
慮
す
る
。

・
人

事
交

流
等

を
実

施
す
る
際
は
、
組

織
と
組
織
で
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
確
認

し
た
上

で
そ
の
体
制

が
と
れ
る
よ
う
、
組

織
間

の
理

解
の

必
要

性
等

を
保

健
師
間

で
明
確
に
す
る
よ
う
支
援

す
る

→
例
：
ど
の

よ
う
な
能
力

を
持

っ
た
保

健
師
が

、
ど
の

よ
う
な
配
置
先

で
、
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か

・
人
材

育
成

計
画

の
改

定
時

期
等

を
明
確

に
で
き
る
よ
う
、
都
道
府

県
の
人

材
育
成

計
画
に
関
す
る
情

報
も
提
供
す
る

・
市

町
村

内
で
の
職

位
や

役
割
の

位
置
づ
け
を
保
健
師

間
で
明
確

に
す
る

→
例
：
統
括

保
健

師
は

、
ヘ
ル
ス
門
に
配

属
の
A‐
4～

A‐
5相

当
の
保

健
師
な
ど
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Ⅲ
 保

健
師
に
求
め
ら

れ
る
能
力
と
実
態
の

差
を
明
ら
か

に
す
る

【
主

語
：各

市
町
村

】

都
道

府
県

（保
健

所
）保

健
師
が

市
町

村
を
支
援
す
る
際

に
想
定
さ
れ
る
配
慮

や
工
夫

点

【
主

語
：
都

道
府
県

（保
健

所
）保

健
師
】

1
.求

め
ら
れ

て
い
る
保
健
師

へ
の
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る

○
住
民

の
健
康

ニ
ー
ズ
を
明

確
に
す
る

○
国
の

動
向
や

制
度

に
つ
い
て
、
組
織

横
断
的
に
共

有
す
る

○
組
織

か
ら
期

待
さ
れ

て
い
る
保
健
師

の
役

割
を
明
確

に
す
る

2
.求

め
ら
れ
て
い

る
ニ
ー

ズ
に
応
え

る
能
力

の
実
態
を

明
ら

か
に
す

る
○
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
を
活
用
し
、
保
健

師
個

々
の
現

在
の

能
力
を
見

極
め
る

○
配
属

部
署
に
よ
り
獲
得

で
き
る
能
力
の

特
徴
や
差

を
明

確
に
す
る
。

3
.保

健
師
に
求
め

ら
れ
て

い
る
ニ
ー

ズ
と
能

力
の
実
態

の
差

を
明
ら

か
に

す
る

○
組
織

（保
健
師
集

団
）と

し
て
強
化

す
べ
き
能
力
を
明
確

に
す
る

○
組
織

と
し
て
目
指
す
べ
き
保

健
活
動

の
あ
り
方
を
共

有
す
る

・個
々
の
能

力
の
確

認
（キ

ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
に
沿

っ
た
レ
ベ
ル
の
確

認
）に

つ
い
て
は
、
組

織
の

状
況
に
あ
わ

せ
て
、
無
理

の
な
い
範

囲
で
人

事
評
価
と
し
て
の
活

用
の
方
法

に
つ
い
て
交
渉

で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。
各

自
治
体
で
人
事
評
価

と
ど
の
よ
う
に
関

連
づ
け
て
い
く
の

か
を

検
討
す
る
よ
う
支

援
す
る
。

・プ
リ
セ
プ
タ
ー
や

統
括
保

健
師

を
交
え
て
、
キ
ャ
リ
ア
レ
ベ
ル
を
確
認

す
る
方
法

な
ど
の
情
報

提
供
を
行

う
。

→
例
：上

席
保
健

師
と
保

健
師
個

人
が
面

談
、
屋
根

瓦
式
に
先

輩
保

健
師

が
後

輩
保
健
師

と
面
談

、
一
定

の
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
な
が
ら
能
力

を
確
認

等

・配
属
先
に
よ
り
、
経
験

で
き
る
業
務
や

獲
得
で
き
る
能
力
の

違
い
を
明

確
に
で
き
る
よ
う
支

援
す
る →
例

：本
庁
に
配

属
の
場

合
に
獲
得

で
き
る
能

力
、
福

祉
分
野
に
配
属

の
場

合
獲
得
で
き

る
能
力
等

、
配

属
先
で
獲

得
で
き
る
能

力
の
違
い
を
明

ら
か
に
す
る

・能
力
の
実

態
に
つ
い
て
、
他

市
町
村

や
県

の
傾

向
等

と
比
較

が
で
き
る
よ
う
に
情
報
を
提

供
す
る
。

・保
健

活
動
（ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
含

む
）が

健
康
課

題
の
解

決
に
向

か
う
方

策
と
合
致

し
て
い
る

の
か
を
保

健
師
間

で
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
配

慮
す
る
。

→
例
：保

健
師
間

で
の
話

し
合
い
の

際
に
は

、
こ
れ

ま
で
の
事
業
の

成
果
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
、
事
業
の

実
施
報

告
や

成
果
も
活

用
す
る

→
例
：今

後
の
動

向
に
関
す
る
情

報
を
提

供
し
、
今

、
市

町
村

に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る

活
動

を
共
に
検
討

す
る

（保
健
師

中
央
会

議
・全

国
厚

生
労

働
関
係

部
局
長
会

議
・保

健
所
長

会
・

衛
生
部
長

会
、
等
）

・配
属

部
署
に
よ
っ
て
捉
え
て
い
る
住

民
の
健
康

ニ
ー
ズ
を
持
ち
寄
り
、
部
署

を
超
え
て
ニ
ー
ズ

を
明

確
に
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
。

・保
健
師
集

団
と
し
て
の

各
キ
ャ
リ
ア
レ
ベ
ル
や
そ
の
凹

凸
（
A‐
1～

A‐
5、

B‐
1～

B‐
4）
を
確
認

し
、
な
ぜ
能

力
の
獲

得
状
況

に
差
が

で
き
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
を
検

討
で
き
る
環

境
を
整

え
る
。

→
例
：「
健
康

危
機
管

理
に
関
す
る
部
分

は
組
織
全

体
と
し
て
弱
い
」
「施

策
化
に
関

し
て
は
、

個
人

に
よ
り
到
達

に
バ
ラ
ツ
キ
が

大
き
く
、
同

じ
A3

レ
ベ
ル
で
も
差
が
あ
る
」
な
ど
を

具
体

的
に
話
し
合
う

各
市

町
村

の
保
健

師
を
は
じ
め
と
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が

保
健

師
の

人
材
育

成
計

画
を
策
定
す
る
際
の
視

点

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ
保

健
師

の
人

材
育

成
計

画
を

立
案

し
活

用
す

る

各
市

町
村

の
保
健

師
を
は
じ
め
と
す
る
ｷ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｿ
ﾝ
が

保
健

師
の

人
材
育

成
計
画

を
策
定
す
る
際

の
視

点

【
主

語
：
各
市
町

村
】

都
道

府
県
（
保
健
所

）保
健
師
が

市
町

村
を
支
援
す
る
際
に
想
定
さ
れ

る
配
慮
や

工
夫
点

【
主

語
：
都
道
府

県
（
保
健

所
）保

健
師
】

1
.
自
治
体

に
お
け

る
保
健

師
の
人

材
育
成
計

画
を
作

成
す

る

○
キ
ャ
リ

ア
パ
ス

に
O
JT
及
び

O
f
f
-
J
Tを

提
示
す

る

○
キ
ャ
リ

ア
パ
ス

に
ジ
ョ

ブ
ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

を
提
示

す
る

○
キ
ャ
リ

ア
パ
ス

に
人
事

交
流
を

提
示

す
る

○
キ
ャ
リ

ア
パ
ス

に
キ
ャ

リ
ア
ラ

ダ
ー
と

現
在
の

（
望
ま

し
い
）

職
位
の

関
連
を

提
示
す

る

2
.
人
材
育

成
計
画

の
活
用
を

検
討

す
る

○
作
成
し

た
保
健

師
の
人

材
育
成

計
画

に
つ
い

て
共
有

す
る

○
人
材
育

成
計
画

の
活
用

に
つ
い

て
検

討
す
る

・
現

在
保

健
師

が
配

属
さ
れ
て
い
る
部
署

に
留
ま
ら
ず
、
社

会
の
要

請
に
応
じ
て
保
健

師
を
配

置
す
べ
き
部

署
や

異
動

周
期
、
異

動
（
配

置
）
順
序

に
つ
い
て
決
定

で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る

→
例

：
本
庁

経
験

の
必

要
性
や

経
験
時

期
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

ヘ
ル

ス
部

門
と
分

散
配

置
部
門

を
ど
の

よ
う
に
異
動
す
る
の

が
望
ま
し
い
の
か

新
た
に
保
健

師
を
配
置

す
る
必
要
が

あ
る
部
署
は

な
い
の
か

配
属

部
門

（ヘ
ル

ス
部
門
、
分

散
配

置
先
）に

よ
り
経
験

で
き
る
業
務
及

び
獲

得
で
き
る
能

力
を
明
確
に
す
る

・市
町
村

保
健

師
の
能

力
を
強

化
で
き
る
国
・
県
・
関
係
団

体
等
に
よ
る
研
修

等
が
抽

出
で
き
る
よ
う
情

報
を
提
供
す
る
。

・活
用
で
き
る
研

修
と
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
を
結

び
つ
け
、
O
ff－

JT
を
O
JT
に
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

→
例
：
県

で
実

施
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
保

健
師

研
修
は

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の
A‐
4相

当
の
保
健
師

を
対
象
と
し
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
研

修
参

加
者
は

市
町

村
内
で
復
命
を
行
う
と
と
も
に
、
成
果

を
O
JT
に
還
元
で
き
る
よ
う
、
他

の
A‐
4

相
当

の
保

健
師

間
で
話
し
合
い
を
持

つ
。

・日
頃
の

活
動

を
振
り
返
り
、
O
JT
と
し
て
(も

)機
能
し
て
い
る
内

容
と
し
て
意
識

化
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。

→
例
：
事
例

検
討

な
ど
は
、
実
務
を
兼
ね

た
O
JT
と
し
て
効
果
的

か
つ
効
率

的
な
方

法
で
あ
り
、
定
期

的
に
意

図
的

に
開

催
す
る
な
ど
の
工
夫

次
第
で
十
分
に
機

能
が

可
能
。

・研
修
予

算
の
確

保
に
向
け
、
統
括

保
健
師

と
共
に
担
当

者
等
と
の
調

整
を
は
か
る
。

・大
学
等

や
職
能

団
体

等
に
対

し
て
研
修
の

協
力
等

を
確

認
す
る
よ
う
に
促
す
。

・
作

成
し
た
人

材
育

成
計

画
は
、
保
健

師
間
で
活
用
の
共

有
認
識

を
持
て
る
よ
う
に
配
布

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
説
明
会

等
を
実
施

で
き
る
よ
う
、
そ
の

環
境
を
整

え
る
。

・
効

果
的

な
人

材
育

成
計

画
の
活

用
を
市
町
村

の
統
括

保
健
師

等
と
共
有

す
る

→
例
：
新

人
研

修
で
は
必

ず
説

明

・
保

健
師

個
人

の
能

力
を
確
認
す
る
た
め
の

面
接

（面
談
）
に
つ
い
て
、
評
価

的
な
面

接
に
な
ら
な
い
よ
う
、
具
体

的
な

技
法
の

向
上

を
は
か

る
た
め
の

環
境
を
整
え
る
。

→
例
：
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
を
用
い
た
面
接

技
術
の

向
上
に
向

け
た
研

修
会
の

開
催

・
統

括
保

健
師

と
そ
れ
を
補
佐
す
る
立
場
の

リ
ー
ダ
ー
保

健
師

等
が
、
必

要
に
応
じ
（
定
期
的

に
）キ

ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の

確
認
の

方
法

（
面
談

な
ど
を
含
む
）
に
つ
い
て
も
、
共

に
再

考
を
す
る
。

・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
例
：
人
材

育
成

シ
ー
ト
、
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
個
人

の
成
長

や
学
び
の
経
験

の
証

と
な
る
こ
と
を
共

有
す
る
。
管

理
方
法

に
つ
い
て
は
、
取

り
扱

い
や
運

用
に
つ
い
て
検
討
を
し
、
保

健
師
間

等
で
の

合
意

形
成

が
必

要
で
あ
る
こ
と
に
配
慮
す
る
。

・
人

事
交

流
等

を
実

施
す
る
際
は
、
組

織
と
組
織
で
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
確
認

し
た
上

で
そ
の
体
制

が
と
れ
る
よ
う
、
組

織
間

の
理

解
の

必
要

性
等

を
保

健
師
間

で
明
確
に
す
る
よ
う
支
援

す
る

→
例
：
ど
の

よ
う
な
能
力

を
持

っ
た
保

健
師
が

、
ど
の

よ
う
な
配
置
先

で
、
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か

・
人
材

育
成

計
画

の
改

定
時

期
等

を
明
確

に
で
き
る
よ
う
、
都
道
府

県
の
人

材
育
成

計
画
に
関
す
る
情

報
も
提
供
す
る

・
市

町
村

内
で
の
職

位
や

役
割
の

位
置
づ
け
を
保
健
師

間
で
明
確

に
す
る

→
例
：
統
括

保
健

師
は

、
ヘ
ル
ス
門
に
配

属
の
A‐
4～

A‐
5相

当
の
保

健
師
な
ど
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活用可能性と今後に向けて 

 

 キャリアラダーを取り入れた人材育成は、専門性のレベル付けや評価ではなく、より

個々の経験や志向性を踏まえた丁寧な人材育成の始まりであり、保健師個々の成長に焦

点が当てられるという意味深いものである。 

本年度は 4県に協力をいただき、協力県の保健師の人材育成計画の策定プロセスのつ

いての情報収集を踏まえ、市町村保健師の人材育成体制の構築支援に関する具体的なポ

イント案を整理した。市町村からは、「県のキャリアラダーと連動させて、市独自の人

材育成計画を作ってみたい」「保健師の人数が少ない町でも人材育成計画は作成できる

のだろうか」などの意見も確認された。市町村においては人材育成計画の策定の状況に

ばらつきがあり、本年度はすでに人材育成計画の策定や見直しを行っている県への情報

収集を行う中で、市町村支援のポイント案を整理・抽出した。市町村保健師の役割が拡

大する中、市町村の人材育成計画の策定は重要である。 

都道府県（保健所）保健師には、支援ポイントを参考にしていただききながら、各市

町村のニーズや状況に応じた市町村における保健師の人材育成計画の策定を支援いた

だきたいと考える。市町村保健師も都道府県（保健所）保健師と連携を図り、自市町村

だけでは解決が難しい点へのアドバイスや他市町村の情報などを積極的に入手いただ

きたい。そして、幅広い視点をもって人材育成計画の作成や活用を検討いただきたいと

考える。これらのことから、本報告書は都道府県（保健所）保健師のみならず、市町村

保健師にも活用いただけるものになったと考える。 

また、支援のポイント案については、今後は市町村からも情報収集等を実施し、内容

の見直しを図っていく必要がある。 
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個々の経験や志向性を踏まえた丁寧な人材育成の始まりであり、保健師個々の成長に焦

点が当てられるという意味深いものである。 

本年度は 4県に協力をいただき、協力県の保健師の人材育成計画の策定プロセスのつ

いての情報収集を踏まえ、市町村保健師の人材育成体制の構築支援に関する具体的なポ

イント案を整理した。市町村からは、「県のキャリアラダーと連動させて、市独自の人

材育成計画を作ってみたい」「保健師の人数が少ない町でも人材育成計画は作成できる

のだろうか」などの意見も確認された。市町村においては人材育成計画の策定の状況に

ばらつきがあり、本年度はすでに人材育成計画の策定や見直しを行っている県への情報

収集を行う中で、市町村支援のポイント案を整理・抽出した。市町村保健師の役割が拡

大する中、市町村の人材育成計画の策定は重要である。 

都道府県（保健所）保健師には、支援ポイントを参考にしていただききながら、各市

町村のニーズや状況に応じた市町村における保健師の人材育成計画の策定を支援いた

だきたいと考える。市町村保健師も都道府県（保健所）保健師と連携を図り、自市町村

だけでは解決が難しい点へのアドバイスや他市町村の情報などを積極的に入手いただ

きたい。そして、幅広い視点をもって人材育成計画の作成や活用を検討いただきたいと

考える。これらのことから、本報告書は都道府県（保健所）保健師のみならず、市町村

保健師にも活用いただけるものになったと考える。 

また、支援のポイント案については、今後は市町村からも情報収集等を実施し、内容

の見直しを図っていく必要がある。 
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A
-1

A
-
2

A
-
3

A
-
4

A
-
5

・
組

織
の

新
任

者
で

あ
り

行
政

組
織

人
及

び
保

健
師

専
門

職
と

し
て

の
自

覚
を

持
つ

。
・
計

画
さ

れ
た

担
当

業
務

を
自

立
し

て
実

施
す

る
。

・
プ

リ
セ

プ
タ

ー
と

し
て

後
輩

の
指

導
を

担
う

。

・
保

健
活

動
に

係
る

担
当

業
務

全
般

に
つ

い
て

自
立

し
て

行
う

。
・
役

割
や

立
場

の
違

い
を

理
解

し
、

つ
な

ぎ
役

と
し

て
の

組
織

的
な

役
割

を
担

う
。

・
自

組
織

を
越

え
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

画
す

る
。

・
所

属
係

内
で

チ
ー

ム
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

と
っ

て
保

健
活

動
を

推
進

す
る

。
・
キ

ャ
リ

ア
レ

ベ
ル

A
-
5
の

保
健

師
を

補
佐

す
る

。
・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

協
働

す
る

。
・
自

組
織

を
越

え
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
主

体
的

に
発

言
す

る
。

・
所

属
課

の
保

健
事

業
全

般
に

関
し

て
指

導
的

役
割

を
担

う
。

・
自

組
織

を
越

え
た

関
係

者
と

の
連

携
・
調

整
を

行
う

。

・
担

当
業

務
を

的
確

に
把

握
・
理

解
し

、
個

別
事

例
に

対
し

て
責

任
を

持
つ

。
・
係

の
保

健
事

業
に

係
る

業
務

全
般

を
理

解
し

、
地

域
支

援
活

動
に

係
る

担
当

業
務

に
責

任
を

持
つ

。
・
係

の
保

健
事

業
と

施
策

と
の

関
係

性
を

理
解

し
、

主
担

当
と

し
て

担
当

業
務

に
責

任
を

持
つ

。
・
課

の
保

健
事

業
に

係
る

業
務

全
般

を
理

解
し

、
そ

の
効

果
的

な
実

施
に

対
し

て
責

任
を

持
つ

。
・
組

織
の

健
康

施
策

に
係

る
事

業
全

般
を

理
解

し
、

そ
の

効
果

的
な

実
施

に
対

し
て

責
任

を
持

つ
。

・
基

本
的

な
事

例
へ

の
対

応
を

主
体

的
に

行
う

。
・
地

域
活

動
を

通
し

て
地

域
特

性
や

地
域

資
源

を
把

握
し

、
地

域
の

人
々

の
健

康
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

。

・
複

雑
な

事
例

へ
の

対
応

を
必

要
に

応
じ

て
指

導
を

受
け

て
実

施
す

る
。

・
担

当
地

域
の

健
康

課
題

の
優

先
度

を
判

断
し

、
地

域
の

人
々

の
主

体
性

を
尊

重
し

た
解

決
策

を
立

案
す

る
。

・
複

雑
な

事
例

に
対

し
て

自
立

し
て

対
応

す
る

。
・
健

康
課

題
を

明
確

に
し

、
チ

ー
ム

内
で

共
有

し
、

地
域

の
人

々
と

協
働

し
て

事
業

計
画

を
提

案
す

る
。

・
複

雑
な

事
例

に
対

し
て

、
担

当
保

健
師

等
に

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
地

域
の

潜
在

的
な

健
康

課
題

を
明

確
に

し
、

施
策

に
応

じ
た

事
業

化
を

行
う

。

・
組

織
横

断
的

な
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

複
雑

か
つ

緊
急

性
の

高
い

地
域

の
健

康
課

題
に

対
し

て
迅

速
に

対
応

す
る

。
・
健

康
課

題
解

決
の

た
め

の
施

策
を

提
案

す
る

。

求
め

ら
れ

る
能

力

1
-
1
. 個

人
及

び
家

族
へ

の
支

援

・
医

学
や

公
衆

衛
生

看
護

学
等

の
専

門
知

識
に

基
づ

き
個

人
及

び
家

族
の

健
康

と
生

活
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
う

能
力

・
個

人
や

家
族

の
生

活
の

多
様

性
を

踏
ま

え
、

あ
ら

ゆ
る

保
健

活
動

の
場

面
を

活
用

し
て

個
人

及
び

家
族

の
主

体
性

を
尊

重
し

、
課

題
解

決
の

た
め

の
支

援
及

び
予

防
的

支
援

を
行

う
能

力
・
必

要
な

資
源

を
導

入
及

び
調

整
し

、
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

個
人

及
び

家
族

へ
の

支
援

を
行

う
能

力

・
個

人
及

び
家

族
の

健
康

と
生

活
に

つ
い

て
分

析
し

健
康

課
題

解
決

の
た

め
の

支
援

計
画

を
立

案
で

き
る

。
・
個

人
及

び
家

族
の

多
様

性
や

主
体

性
を

尊
重

し
た

支
援

を
指

導
を

受
け

な
が

ら
実

践
で

き
る

・
支

援
に

必
要

な
資

源
を

把
握

で
き

る
。

・
複

雑
な

事
例

の
支

援
を

必
要

に
応

じ
て

、
指

導
を

受
け

て
実

施
で

き
る

。
・
対

象
の

主
体

性
を

踏
ま

え
、

支
援

に
必

要
な

資
源

を
指

導
を

受
け

て
導

入
及

び
調

整
で

き
る

。

・
複

雑
な

事
例

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
い

、
支

援
を

実
践

で
き

る
。

・
支

援
に

必
要

な
資

源
を

適
切

に
導

入
及

び
調

整
で

き
る

。

・
複

雑
な

事
例

の
潜

在
的

な
健

康
課

題
を

把
握

し
、

予
防

に
係

る
支

援
を

実
践

で
き

る
。

・
健

康
課

題
に

予
防

的
に

介
入

で
き

る
。

・
複

雑
か

つ
緊

急
性

の
高

い
健

康
課

題
を

迅
速

に
明

確
化

し
、

必
要

な
資

源
を

調
整

し
、

効
果

的
な

支
援

を
実

践
で

き
る

。

1
-
2
. 集

団
へ

の
支

援
・
集

団
の

特
性

を
把

握
し

、
グ

ル
ー

プ
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
を

活
用

し
、

集
団

及
び

地
域

の
健

康
度

を
高

め
る

能
力

・
集

団
の

特
性

を
把

握
し

、
指

導
を

受
け

な
が

ら
支

援
で

き
る

。

・
集

団
の

グ
ル

ー
プ

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

を
活

用
し

て
、

特
性

に
応

じ
た

支
援

計
画

を
企

画
し

、
自

立
し

て
支

援
で

き
る

。

・
集

団
へ

の
支

援
を

通
し

て
、

地
域

の
健

康
課

題
を

明
確

化
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
集

団
へ

の
支

援
を

通
し

て
、

地
域

の
課

題
解

決
に

向
け

た
事

業
計

画
を

立
案

で
き

る
。

・
集

団
へ

の
支

援
を

通
し

て
立

案
し

た
事

業
に

よ
り

、
住

民
に

よ
る

地
域

の
健

康
課

題
の

解
決

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

2
-
1
. 地

域
診

断
・
地

区
活

動
・
地

域
の

健
康

課
題

や
地

域
資

源
を

明
確

化
し

、
地

域
組

織
や

関
係

機
関

と
協

働
し

て
課

題
解

決
す

る
能

力

・
指

導
を

受
け

な
が

ら
、

担
当

地
区

の
情

報
を

収
集

・
分

析
し

、
健

康
課

題
を

明
確

化
で

き
る

。
・
担

当
地

区
の

情
報

を
分

析
し

、
健

康
課

題
の

明
確

化
と

優
先

性
の

判
断

が
で

き
る

。
・
地

域
診

断
や

地
区

活
動

で
明

ら
か

に
な

っ
た

課
題

を
事

業
計

画
立

案
に

活
用

で
き

る
。

・
地

域
に

潜
在

す
る

健
康

課
題

を
把

握
し

、
リ

ス
ク

の
低

減
や

予
防

策
を

計
画

し
実

践
で

き
る

。
・
地

域
診

断
や

地
区

活
動

で
明

ら
か

に
な

っ
た

課
題

を
施

策
立

案
に

活
用

で
き

る
。

2
-
2
. 地

域
組

織
活

動

・
地

域
の

特
性

を
理

解
し

住
民

と
協

働
し

て
組

織
化

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
促

す
能

力
・
地

域
組

織
を

育
成

し
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
し

協
働

す
る

能
力

・
地

域
特

性
を

理
解

し
、

住
民

と
共

に
活

動
で

き
る

。
・
多

様
な

地
域

組
織

の
役

割
や

関
係

性
に

つ
い

て
把

握
で

き
る

。

・
多

様
な

住
民

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
な

が
ら

、
地

域
組

織
と

共
に

活
動

で
き

る
。

・
住

民
と

共
に

活
動

し
な

が
ら

、
住

民
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

組
織

化
が

提
案

で
き

る
。

・
住

民
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

組
織

化
を

自
立

し
て

で
き

る
。

関
係

機
関

と
協

働
し

、
必

要
に

応
じ

て
新

た
な

資
源

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

立
ち

上
げ

を
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
多

様
な

住
民

組
織

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

立
ち

上
げ

、
地

域
組

織
の

育
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

2
-
3
. ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

・
健

康
な

ま
ち

づ
く
り

を
推

進
す

る
た

め
保

健
、

医
療

、
福

祉
、

介
護

等
の

各
種

サ
ー

ビ
ス

の
総

合
的

な
調

整
を

行
う

能
力

・
住

民
、

学
校

、
企

業
ほ

か
、

地
域

の
関

係
機

関
と

協
働

し
連

携
を

図
り

、
地

域
特

性
に

応
じ

た
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

能
力

・
担

当
地

区
の

各
種

サ
ー

ビ
ス

と
そ

の
関

係
性

を
理

解
し

、
指

導
を

受
け

な
が

ら
担

当
事

例
に

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
を

活
用

で
き

る
。

・
担

当
地

区
や

担
当

事
例

へ
の

対
応

を
通

し
て

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
の

調
整

が
で

き
る

。

・
地

域
の

健
康

課
題

や
地

域
特

性
に

基
づ

き
、

関
係

機
関

と
協

働
し

、
地

域
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

改
善

・
強

化
に

つ
い

て
検

討
で

き
る

。

・
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

円
滑

な
連

携
の

た
め

に
必

要
な

調
整

が
で

き
る

。
・
地

域
の

健
康

課
題

や
特

性
に

応
じ

た
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
検

討
し

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
保

健
福

祉
政

策
に

基
づ

き
、

地
域

特
性

に
応

じ
た

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

係
る

施
策

化
が

で
き

る
。

キ
ャ

リ
ア

レ
ベ

ル

キ ャ リ ア レ ベ ル の 定 義

所
属

組
織
に

お
け
る

役
割

責
任

を
持

つ
業

務
の

範
囲

専
門

技
術

の
到

達
レ

ベ
ル

保
健

師
の

活
動

領
域

各
レ

ベ
ル

に
お

い
て

求
め

ら
れ

る
能

力

1  対 人 支 援 活 動 2  地 域 支 援 活 動

保
健

師
の

研
修

に
係

る
あ

り
方

検
討

会
　

最
終

と
り

ま
と

め
(H

2
8
.3

:厚
生

労
働

省
）

自
治

体
保

健
師

の
標

準
的

な
キ

ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー

（
専

門
的

能
力

に
係

る
キ

ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー

）

○自治体保健師の標準的なキャリアラダー 

（保健師の研修に係るあり方検討会 最終とりまとめ(H28.3:厚生労働省） 

 

  

  

 

 
 

3  事 業 化 ・ 施 策 化 の

た め の 活 動

3-
1.

 事
業

化
・施

策
化

・
保

健
医

療
福

祉
施

策
を

理
解

し
、

事
業

を
企

画
立

案
し

、
予

算
を

確
保

で
き

る
能

力
・
地

域
の

健
康

課
題

を
解

決
す

る
た

め
、

自
組

織
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
踏

ま
え

た
保

健
医

療
福

祉
施

策
を

提
案

す
る

能
力

・
所

属
自

治
体

の
施

策
体

系
や

財
政

の
し

く
み

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

・
担

当
事

業
の

法
的

根
拠

や
関

連
政

策
に

つ
い

て
理

解
し

事
業

を
実

施
で

き
る

。

・
担

当
地

域
の

健
康

課
題

を
把

握
し

、
施

策
と

事
業

と
の

関
連

性
に

つ
い

て
理

解
し

た
う

え
で

、
事

業
計

画
立

案
に

参
画

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・
担

当
事

業
の

進
捗

管
理

が
で

き
る

。

・
係

内
の

事
業

の
成

果
や

評
価

等
を

ま
と

め
、

組
織

内
で

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・
地

域
の

健
康

課
題

を
明

ら
か

に
し

、
評

価
に

基
づ

く
事

業
の

見
直

し
や

新
規

事
業

計
画

を
提

案
で

き
る

。

・
保

健
医

療
福

祉
計

画
に

基
づ

い
た

事
業

計
画

を
立

案
し

、
事

業
や

予
算

の
必

要
性

に
つ

い
て

上
司

や
予

算
担

当
者

に
説

明
で

き
る

。

・
地

域
の

健
康

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

自
組

織
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
踏

ま
え

た
施

策
を

各
種

保
健

医
療

福
祉

計
画

策
定

時
に

提
案

で
き

る
。

4-
1.

健
康

危
機

管
理

の
体

制
整

備

・
平

時
に

お
い

て
、

地
域

の
健

康
課

題
及

び
関

連
法

規
や

自
組

織
内

の
健

康
危

機
管

理
計

画
等

に
基

づ
き

、
地

域
の

健
康

危
機

*
の

低
減

策
を

講
じ

る
能

力
 *

災
害

、
医

薬
品

、
食

中
毒

、
感

染
症

、
飲

料
水

そ
の

他
何

ら
か

の
原

因
に

よ
り

生
じ

る
地

域
住

民
の

生
命

、
健

康
の

安
全

を
脅

か
す

事
態

・
関

係
法

規
や

健
康

危
機

管
理

計
画

及
び

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

理
解

で
き

る
。

・
健

康
危

機
に

備
え

た
住

民
教

育
を

指
導

を
受

け
な

が
ら

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

・
健

康
危

機
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
予

防
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
・
地

域
特

性
を

踏
ま

え
健

康
危

機
の

低
減

の
た

め
の

事
業

を
提

案
で

き
る

。
・
地

域
特

性
に

応
じ

た
健

康
危

機
の

予
防

活
動

を
評

価
し

、
見

直
し

や
新

規
事

業
を

立
案

で
き

る
。

・
有

事
に

起
こ

り
う

る
複

雑
な

状
況

の
対

応
に

備
え

、
平

時
よ

り
関

係
者

と
の

連
携

体
制

を
構

築
で

き
る

。
・
健

康
危

機
管

理
計

画
や

体
制

の
見

直
し

を
計

画
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

4-
2.

 健
康

危
機

発
生

時
の

対
応

・
健

康
危

機
発

生
時

に
、

組
織

内
外

の
関

係
者

と
連

携
し

、
住

民
の

健
康

被
害

を
回

避
し

、
必

要
な

対
応

を
迅

速
に

判
断

し
実

践
す

る
能

力

・
健

康
危

機
発

生
後

、
必

要
な

対
応

を
指

導
者

の
指

示
の

も
と

実
施

で
き

る
。

・
現

状
を

把
握

し
、

情
報

を
整

理
し

、
上

司
に

報
告

す
る

事
が

で
き

る
。

・
発

生
要

因
を

分
析

し
、

二
次

的
健

康
被

害
を

予
測

し
予

防
す

る
た

め
の

活
動

を
主

体
的

に
実

施
で

き
る

。

・
必

要
な

情
報

を
整

理
し

組
織

内
外

の
関

係
者

へ
共

有
で

き
る

。
・
変

化
す

る
状

況
を

分
析

し
、

二
次

的
健

康
被

害
を

予
測

し
、

予
防

活
動

を
計

画
、

実
施

で
き

る
。

・
健

康
被

害
を

予
測

し
 、

回
避

す
る

た
め

の
対

応
方

法
に

つ
い

て
、

変
化

す
る

状
況

を
踏

ま
え

て
、

見
直

し
が

で
き

る
。

・
組

織
内

の
関

連
部

署
と

連
携

、
調

整
で

き
る

。

・
有

事
に

起
こ

る
複

雑
な

状
況

に
、

組
織

の
代

表
者

を
補

佐
し

、
関

係
者

と
連

携
し

対
応

で
き

る
。

5-
1.

 Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
基

づ
く
事

業
・施

策
評

価

・
所

属
部

署
内

外
の

関
係

者
と

と
も

に
、

事
業

評
価

及
び

施
策

評
価

、
保

健
活

動
の

効
果

検
証

を
行

う
能

力
・
評

価
結

果
等

の
根

拠
に

基
づ

き
事

業
及

び
施

策
の

必
要

な
見

直
し

を
行

う
能

力

・
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

基
づ

く
事

業
評

価
方

法
を

理
解

で
き

る
。

・
担

当
す

る
事

例
に

係
る

評
価

結
果

に
基

づ
き

支
援

方
法

の
見

直
し

が
で

き
る

。

・
所

属
係

内
の

メ
ン

バ
ー

と
共

に
担

当
事

業
の

評
価

及
び

見
直

し
を

主
体

的
に

実
施

で
き

る
。

・
所

属
係

内
で

事
業

評
価

が
適

切
に

実
施

で
き

る
よ

う
後

輩
保

健
師

を
指

導
で

き
る

。
・
事

業
計

画
の

立
案

時
に

評
価

指
標

を
適

切
に

設
定

で
き

る
。

・
所

属
部

署
内

外
の

関
係

者
と

と
も

に
事

業
評

価
を

行
い

、
事

業
の

見
直

し
や

新
規

事
業

の
計

画
を

提
案

で
き

る
。

・
評

価
に

基
づ

き
保

健
活

動
の

効
果

を
検

証
し

、
施

策
の

見
直

し
に

つ
い

て
提

案
で

き
る

。
・
施

策
立

案
時

に
評

価
指

標
を

適
切

に
設

定
で

き
る

。

5-
2.

 情
報

管
理

・
組

織
内

外
の

保
健

活
動

に
係

る
情

報
を

適
切

に
保

管
、

開
示

、
保

護
す

る
能

力

・
組

織
に

お
け

る
情

報
管

理
に

係
る

基
本

指
針

を
理

解
し

、
業

務
に

係
る

文
書

等
を

適
切

に
管

理
で

き
る

。
・
保

健
活

動
上

知
り

得
た

個
人

情
報

を
適

切
に

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

。
・
業

務
の

記
録

を
適

切
に

行
い

関
係

者
へ

の
情

報
伝

達
が

で
き

る
。

・
保

健
活

動
に

係
る

情
報

の
取

扱
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

、
自

主
的

に
確

認
で

き
る

。
・
所

属
係

内
の

保
健

師
が

規
則

を
遵

守
し

て
保

健
活

動
に

係
る

情
報

を
管

理
す

る
よ

う
指

導
で

き
る

。

・
保

健
活

動
に

係
る

情
報

管
理

上
の

不
則

の
事

態
が

発
生

し
た

際
に

、
所

属
部

署
内

で
主

導
し

て
対

応
で

き
る

。

・
保

健
活

動
の

情
報

管
理

に
係

る
規

則
の

遵
守

状
況

を
評

価
し

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

見
直

し
を

提
案

で
き

る
。

5-
3.

 人
材

育
成

・
組

織
の

人
材

育
成

方
針

を
理

解
し

、
保

健
師

の
人

材
育

成
計

画
を

作
成

す
る

能
力

・
継

続
的

に
自

己
研

鑽
す

る
と

と
も

に
、

後
輩

を
指

導
・
育

成
す

る
能

力

・
組

織
の

人
材

育
成

方
針

及
び

保
健

師
の

人
材

育
成

計
画

を
理

解
で

き
る

。
・
自

己
の

成
長

を
振

り
返

り
、

次
の

成
長

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
自

己
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

ビ
ジ

ョ
ン

を
持

ち
、

積
極

的
に

自
己

研
鑽

で
き

る
。

・
後

輩
保

健
師

の
指

導
を

通
し

て
人

材
育

成
上

の
課

題
を

抽
出

し
、

見
直

し
案

を
提

示
で

き
る

。
・
保

健
師

の
研

修
事

業
を

企
画

し
、

実
施

・
評

価
で

き
る

。
・
組

織
の

人
材

育
成

方
針

に
沿

っ
た

保
健

師
の

人
材

育
成

計
画

を
作

成
で

き
る

。

・
根

拠
に

基
づ

い
た

保
健

師
の

活
動

を
実

践
す

る
能

力

・
根

拠
に

基
づ

く
保

健
活

動
を

実
施

す
る

た
め

、
実

施
し

た
保

健
活

動
の

記
録

を
適

切
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

・
指

導
を

受
け

な
が

ら
研

究
的

手
法

を
用

い
て

事
業

の
評

価
が

で
き

る
。

・
研

究
的

手
法

を
用

い
た

事
業

評
価

が
で

き
る

。
・
地

域
診

断
な

ど
に

お
い

て
研

究
的

手
法

を
用

い
て

分
析

し
、

根
拠

に
基

づ
き

保
健

事
業

を
計

画
で

き
る

。

・
根

拠
に

基
づ

き
、

質
の

高
い

保
健

事
業

を
提

案
し

、
そ

の
効

果
を

検
証

で
き

る
。

・
保

健
師

の
活

動
理

念
で

あ
る

社
会

的
公

正
性

・
公

共
性

に
つ

い
て

理
解

し
、

活
動

を
倫

理
的

に
判

断
す

る
能

力

5 　 管 理 的 活 動4  健 康 危 機 管 理 に 関 す る 活 動

6.
 保

健
師

の
活

動
基

盤

保
健

師
の

活
動

の
理

念
で

あ
る

社
会

的
公

正
性

・
公

共
性

に
つ

い
て

理
解

し
、

活
動

を
倫

理
的

に
判

断
で

き
る

－ 26 －
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A
-1

A
-
2

A
-
3

A
-
4

A
-
5

・
組

織
の

新
任

者
で

あ
り

行
政

組
織

人
及

び
保

健
師

専
門

職
と

し
て

の
自

覚
を

持
つ

。
・
計

画
さ

れ
た

担
当

業
務

を
自

立
し

て
実

施
す

る
。

・
プ

リ
セ

プ
タ

ー
と

し
て

後
輩

の
指

導
を

担
う

。

・
保

健
活

動
に

係
る

担
当

業
務

全
般

に
つ

い
て

自
立

し
て

行
う

。
・
役

割
や

立
場

の
違

い
を

理
解

し
、

つ
な

ぎ
役

と
し

て
の

組
織

的
な

役
割

を
担

う
。

・
自

組
織

を
越

え
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

画
す

る
。

・
所

属
係

内
で

チ
ー

ム
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

と
っ

て
保

健
活

動
を

推
進

す
る

。
・
キ

ャ
リ

ア
レ

ベ
ル

A
-
5
の

保
健

師
を

補
佐

す
る

。
・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

協
働

す
る

。
・
自

組
織

を
越

え
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
主

体
的

に
発

言
す

る
。

・
所

属
課

の
保

健
事

業
全

般
に

関
し

て
指

導
的

役
割

を
担

う
。

・
自

組
織

を
越

え
た

関
係

者
と

の
連

携
・
調

整
を

行
う

。

・
担

当
業

務
を

的
確

に
把

握
・
理

解
し

、
個

別
事

例
に

対
し

て
責

任
を

持
つ

。
・
係

の
保

健
事

業
に

係
る

業
務

全
般

を
理

解
し

、
地

域
支

援
活

動
に

係
る

担
当

業
務

に
責

任
を

持
つ

。
・
係

の
保

健
事

業
と

施
策

と
の

関
係

性
を

理
解

し
、

主
担

当
と

し
て

担
当

業
務

に
責

任
を

持
つ

。
・
課

の
保

健
事

業
に

係
る

業
務

全
般

を
理

解
し

、
そ

の
効

果
的

な
実

施
に

対
し

て
責

任
を

持
つ

。
・
組

織
の

健
康

施
策

に
係

る
事

業
全

般
を

理
解

し
、

そ
の

効
果

的
な

実
施

に
対

し
て

責
任

を
持

つ
。

・
基

本
的

な
事

例
へ

の
対

応
を

主
体

的
に

行
う

。
・
地

域
活

動
を

通
し

て
地

域
特

性
や

地
域

資
源

を
把

握
し

、
地

域
の

人
々

の
健

康
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

。

・
複

雑
な

事
例

へ
の

対
応

を
必

要
に

応
じ

て
指

導
を

受
け

て
実

施
す

る
。

・
担

当
地

域
の

健
康

課
題

の
優

先
度

を
判

断
し

、
地

域
の

人
々

の
主

体
性

を
尊

重
し

た
解

決
策

を
立

案
す

る
。

・
複

雑
な

事
例

に
対

し
て

自
立

し
て

対
応

す
る

。
・
健

康
課

題
を

明
確

に
し

、
チ

ー
ム

内
で

共
有

し
、

地
域

の
人

々
と

協
働

し
て

事
業

計
画

を
提

案
す

る
。

・
複

雑
な

事
例

に
対

し
て

、
担

当
保

健
師

等
に

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
地

域
の

潜
在

的
な

健
康

課
題

を
明

確
に

し
、

施
策

に
応

じ
た

事
業

化
を

行
う

。

・
組

織
横

断
的

な
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

複
雑

か
つ

緊
急

性
の

高
い

地
域

の
健

康
課

題
に

対
し

て
迅

速
に

対
応

す
る

。
・
健

康
課

題
解

決
の

た
め

の
施

策
を

提
案

す
る

。

求
め

ら
れ

る
能

力

1
-
1
. 個

人
及

び
家

族
へ

の
支

援

・
医

学
や

公
衆

衛
生

看
護

学
等

の
専

門
知

識
に

基
づ

き
個

人
及

び
家

族
の

健
康

と
生

活
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
う

能
力

・
個

人
や

家
族

の
生

活
の

多
様

性
を

踏
ま

え
、

あ
ら

ゆ
る

保
健

活
動

の
場

面
を

活
用

し
て

個
人

及
び

家
族

の
主

体
性

を
尊

重
し

、
課

題
解

決
の

た
め

の
支

援
及

び
予

防
的

支
援

を
行

う
能

力
・
必

要
な

資
源

を
導

入
及

び
調

整
し

、
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

個
人

及
び

家
族

へ
の

支
援

を
行

う
能

力

・
個

人
及

び
家

族
の

健
康

と
生

活
に

つ
い

て
分

析
し

健
康

課
題

解
決

の
た

め
の

支
援

計
画

を
立

案
で

き
る

。
・
個

人
及

び
家

族
の

多
様

性
や

主
体

性
を

尊
重

し
た

支
援

を
指

導
を

受
け

な
が

ら
実

践
で

き
る

・
支

援
に

必
要

な
資

源
を

把
握

で
き

る
。

・
複

雑
な

事
例

の
支

援
を

必
要

に
応

じ
て

、
指

導
を

受
け

て
実

施
で

き
る

。
・
対

象
の

主
体

性
を

踏
ま

え
、

支
援

に
必

要
な

資
源

を
指

導
を

受
け

て
導

入
及

び
調

整
で

き
る

。

・
複

雑
な

事
例

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
い

、
支

援
を

実
践

で
き

る
。

・
支

援
に

必
要

な
資

源
を

適
切

に
導

入
及

び
調

整
で

き
る

。

・
複

雑
な

事
例

の
潜

在
的

な
健

康
課

題
を

把
握

し
、

予
防

に
係

る
支

援
を

実
践

で
き

る
。

・
健

康
課

題
に

予
防

的
に

介
入

で
き

る
。

・
複

雑
か

つ
緊

急
性

の
高

い
健

康
課

題
を

迅
速

に
明

確
化

し
、

必
要

な
資

源
を

調
整

し
、

効
果

的
な

支
援

を
実

践
で

き
る

。

1
-
2
. 集

団
へ

の
支

援
・
集

団
の

特
性

を
把

握
し

、
グ

ル
ー

プ
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
を

活
用

し
、

集
団

及
び

地
域

の
健

康
度

を
高

め
る

能
力

・
集

団
の

特
性

を
把

握
し

、
指

導
を

受
け

な
が

ら
支

援
で

き
る

。

・
集

団
の

グ
ル

ー
プ

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

を
活

用
し

て
、

特
性

に
応

じ
た

支
援

計
画

を
企

画
し

、
自

立
し

て
支

援
で

き
る

。

・
集

団
へ

の
支

援
を

通
し

て
、

地
域

の
健

康
課

題
を

明
確

化
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
集

団
へ

の
支

援
を

通
し

て
、

地
域

の
課

題
解

決
に

向
け

た
事

業
計

画
を

立
案

で
き

る
。

・
集

団
へ

の
支

援
を

通
し

て
立

案
し

た
事

業
に

よ
り

、
住

民
に

よ
る

地
域

の
健

康
課

題
の

解
決

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

2
-
1
. 地

域
診

断
・
地

区
活

動
・
地

域
の

健
康

課
題

や
地

域
資

源
を

明
確

化
し

、
地

域
組

織
や

関
係

機
関

と
協

働
し

て
課

題
解

決
す

る
能

力

・
指

導
を

受
け

な
が

ら
、

担
当

地
区

の
情

報
を

収
集

・
分

析
し

、
健

康
課

題
を

明
確

化
で

き
る

。
・
担

当
地

区
の

情
報

を
分

析
し

、
健

康
課

題
の

明
確

化
と

優
先

性
の

判
断

が
で

き
る

。
・
地

域
診

断
や

地
区

活
動

で
明

ら
か

に
な

っ
た

課
題

を
事

業
計

画
立

案
に

活
用

で
き

る
。

・
地

域
に

潜
在

す
る

健
康

課
題

を
把

握
し

、
リ

ス
ク

の
低

減
や

予
防

策
を

計
画

し
実

践
で

き
る

。
・
地

域
診

断
や

地
区

活
動

で
明

ら
か

に
な

っ
た

課
題

を
施

策
立

案
に

活
用

で
き

る
。

2
-
2
. 地

域
組

織
活

動

・
地

域
の

特
性

を
理

解
し

住
民

と
協

働
し

て
組

織
化

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
促

す
能

力
・
地

域
組

織
を

育
成

し
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
し

協
働

す
る

能
力

・
地

域
特

性
を

理
解

し
、

住
民

と
共

に
活

動
で

き
る

。
・
多

様
な

地
域

組
織

の
役

割
や

関
係

性
に

つ
い

て
把

握
で

き
る

。

・
多

様
な

住
民

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
な

が
ら

、
地

域
組

織
と

共
に

活
動

で
き

る
。

・
住

民
と

共
に

活
動

し
な

が
ら

、
住

民
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

組
織

化
が

提
案

で
き

る
。

・
住

民
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

組
織

化
を

自
立

し
て

で
き

る
。

関
係

機
関

と
協

働
し

、
必

要
に

応
じ

て
新

た
な

資
源

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

立
ち

上
げ

を
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
多

様
な

住
民

組
織

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

立
ち

上
げ

、
地

域
組

織
の

育
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

2
-
3
. ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

・
健

康
な

ま
ち

づ
く
り

を
推

進
す

る
た

め
保

健
、

医
療

、
福

祉
、

介
護

等
の

各
種

サ
ー

ビ
ス

の
総

合
的

な
調

整
を

行
う

能
力

・
住

民
、

学
校

、
企

業
ほ

か
、

地
域

の
関

係
機

関
と

協
働

し
連

携
を

図
り

、
地

域
特

性
に

応
じ

た
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

能
力

・
担

当
地

区
の

各
種

サ
ー

ビ
ス

と
そ

の
関

係
性

を
理

解
し

、
指

導
を

受
け

な
が

ら
担

当
事

例
に

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
を

活
用

で
き

る
。

・
担

当
地

区
や

担
当

事
例

へ
の

対
応

を
通

し
て

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
の

調
整

が
で

き
る

。

・
地

域
の

健
康

課
題

や
地

域
特

性
に

基
づ

き
、

関
係

機
関

と
協

働
し

、
地

域
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

改
善

・
強

化
に

つ
い

て
検

討
で

き
る

。

・
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

円
滑

な
連

携
の

た
め

に
必

要
な

調
整

が
で

き
る

。
・
地

域
の

健
康

課
題

や
特

性
に

応
じ

た
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
検

討
し

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
保

健
福

祉
政

策
に

基
づ

き
、

地
域

特
性

に
応

じ
た

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

係
る

施
策

化
が

で
き

る
。

キ
ャ

リ
ア

レ
ベ

ル

キ ャ リ ア レ ベ ル の 定 義

所
属

組
織
に

お
け
る

役
割

責
任

を
持

つ
業

務
の

範
囲

専
門

技
術

の
到

達
レ

ベ
ル

保
健

師
の

活
動

領
域

各
レ

ベ
ル

に
お

い
て

求
め

ら
れ

る
能

力

1  対 人 支 援 活 動 2  地 域 支 援 活 動

保
健

師
の

研
修

に
係

る
あ

り
方

検
討

会
　

最
終

と
り

ま
と

め
(H

2
8
.3

:厚
生

労
働

省
）

自
治

体
保

健
師

の
標

準
的

な
キ

ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー

（
専

門
的

能
力

に
係

る
キ

ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー

）

○自治体保健師の標準的なキャリアラダー 

（保健師の研修に係るあり方検討会 最終とりまとめ(H28.3:厚生労働省） 

 

  

  

 

 
 

3  事 業 化 ・ 施 策 化 の

た め の 活 動

3-
1.

 事
業

化
・施

策
化

・
保

健
医

療
福

祉
施

策
を

理
解

し
、

事
業

を
企

画
立

案
し

、
予

算
を

確
保

で
き

る
能

力
・
地

域
の

健
康

課
題

を
解

決
す

る
た

め
、

自
組

織
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
踏

ま
え

た
保

健
医

療
福

祉
施

策
を

提
案

す
る

能
力

・
所

属
自

治
体

の
施

策
体

系
や

財
政

の
し

く
み

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

・
担

当
事

業
の

法
的

根
拠

や
関

連
政

策
に

つ
い

て
理

解
し

事
業

を
実

施
で

き
る

。

・
担

当
地

域
の

健
康

課
題

を
把

握
し

、
施

策
と

事
業

と
の

関
連

性
に

つ
い

て
理

解
し

た
う

え
で

、
事

業
計

画
立

案
に

参
画

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・
担

当
事

業
の

進
捗

管
理

が
で

き
る

。

・
係

内
の

事
業

の
成

果
や

評
価

等
を

ま
と

め
、

組
織

内
で

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・
地

域
の

健
康

課
題

を
明

ら
か

に
し

、
評

価
に

基
づ

く
事

業
の

見
直

し
や

新
規

事
業

計
画

を
提

案
で

き
る

。

・
保

健
医

療
福

祉
計

画
に

基
づ

い
た

事
業

計
画

を
立

案
し

、
事

業
や

予
算

の
必

要
性

に
つ

い
て

上
司

や
予

算
担

当
者

に
説

明
で

き
る

。

・
地

域
の

健
康

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

自
組

織
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
踏

ま
え

た
施

策
を

各
種

保
健

医
療

福
祉

計
画

策
定

時
に

提
案

で
き

る
。

4-
1.

健
康

危
機

管
理

の
体

制
整

備

・
平

時
に

お
い

て
、

地
域

の
健

康
課

題
及

び
関

連
法

規
や

自
組

織
内

の
健

康
危

機
管

理
計

画
等

に
基

づ
き

、
地

域
の

健
康

危
機

*
の

低
減

策
を

講
じ

る
能

力
 *

災
害

、
医

薬
品

、
食

中
毒

、
感

染
症

、
飲

料
水

そ
の

他
何

ら
か

の
原

因
に

よ
り

生
じ

る
地

域
住

民
の

生
命

、
健

康
の

安
全

を
脅

か
す

事
態

・
関

係
法

規
や

健
康

危
機

管
理

計
画

及
び

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

理
解

で
き

る
。

・
健

康
危

機
に

備
え

た
住

民
教

育
を

指
導

を
受

け
な

が
ら

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

・
健

康
危

機
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
予

防
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
・
地

域
特

性
を

踏
ま

え
健

康
危

機
の

低
減

の
た

め
の

事
業

を
提

案
で

き
る

。
・
地

域
特

性
に

応
じ

た
健

康
危

機
の

予
防

活
動

を
評

価
し

、
見

直
し

や
新

規
事

業
を

立
案

で
き

る
。

・
有

事
に

起
こ

り
う

る
複

雑
な

状
況

の
対

応
に

備
え

、
平

時
よ

り
関

係
者

と
の

連
携

体
制

を
構

築
で

き
る

。
・
健

康
危

機
管

理
計

画
や

体
制

の
見

直
し

を
計

画
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

4-
2.

 健
康

危
機

発
生

時
の

対
応

・
健

康
危

機
発

生
時

に
、

組
織

内
外

の
関

係
者

と
連

携
し

、
住

民
の

健
康

被
害

を
回

避
し

、
必

要
な

対
応

を
迅

速
に

判
断

し
実

践
す

る
能

力

・
健

康
危

機
発

生
後

、
必

要
な

対
応

を
指

導
者

の
指

示
の

も
と

実
施

で
き

る
。

・
現

状
を

把
握

し
、

情
報

を
整

理
し

、
上

司
に

報
告

す
る

事
が

で
き

る
。

・
発

生
要

因
を

分
析

し
、

二
次

的
健

康
被

害
を

予
測

し
予

防
す

る
た

め
の

活
動

を
主

体
的

に
実

施
で

き
る

。

・
必

要
な

情
報

を
整

理
し

組
織

内
外

の
関

係
者

へ
共

有
で

き
る

。
・
変

化
す

る
状

況
を

分
析

し
、

二
次

的
健

康
被

害
を

予
測

し
、

予
防

活
動

を
計

画
、

実
施

で
き

る
。

・
健

康
被

害
を

予
測

し
 、

回
避

す
る

た
め

の
対

応
方

法
に

つ
い

て
、

変
化

す
る

状
況

を
踏

ま
え

て
、

見
直

し
が

で
き

る
。

・
組

織
内

の
関

連
部

署
と

連
携

、
調

整
で

き
る

。

・
有

事
に

起
こ

る
複

雑
な

状
況

に
、

組
織

の
代

表
者

を
補

佐
し

、
関

係
者

と
連

携
し

対
応

で
き

る
。

5-
1.

 Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
基

づ
く
事

業
・施

策
評

価

・
所

属
部

署
内

外
の

関
係

者
と

と
も

に
、

事
業

評
価

及
び

施
策

評
価

、
保

健
活

動
の

効
果

検
証

を
行

う
能

力
・
評

価
結

果
等

の
根

拠
に

基
づ

き
事

業
及

び
施

策
の

必
要

な
見

直
し

を
行

う
能

力

・
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

基
づ

く
事

業
評

価
方

法
を

理
解

で
き

る
。

・
担

当
す

る
事

例
に

係
る

評
価

結
果

に
基

づ
き

支
援

方
法

の
見

直
し

が
で

き
る

。

・
所

属
係

内
の

メ
ン

バ
ー

と
共

に
担

当
事

業
の

評
価

及
び

見
直

し
を

主
体

的
に

実
施

で
き

る
。

・
所

属
係

内
で

事
業

評
価

が
適

切
に

実
施

で
き

る
よ

う
後

輩
保

健
師

を
指

導
で

き
る

。
・
事

業
計

画
の

立
案

時
に

評
価

指
標

を
適

切
に

設
定

で
き

る
。

・
所

属
部

署
内

外
の

関
係

者
と

と
も

に
事

業
評

価
を

行
い

、
事

業
の

見
直

し
や

新
規

事
業

の
計

画
を

提
案

で
き

る
。

・
評

価
に

基
づ

き
保

健
活

動
の

効
果

を
検

証
し

、
施

策
の

見
直

し
に

つ
い

て
提

案
で

き
る

。
・
施

策
立

案
時

に
評

価
指

標
を

適
切

に
設

定
で

き
る

。

5-
2.

 情
報

管
理

・
組

織
内

外
の

保
健

活
動

に
係

る
情

報
を

適
切

に
保

管
、

開
示

、
保

護
す

る
能

力

・
組

織
に

お
け

る
情

報
管

理
に

係
る

基
本

指
針

を
理

解
し

、
業

務
に

係
る

文
書

等
を

適
切

に
管

理
で

き
る

。
・
保

健
活

動
上

知
り

得
た

個
人

情
報

を
適

切
に

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

。
・
業

務
の

記
録

を
適

切
に

行
い

関
係

者
へ

の
情

報
伝

達
が

で
き

る
。

・
保

健
活

動
に

係
る

情
報

の
取

扱
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

、
自

主
的

に
確

認
で

き
る

。
・
所

属
係

内
の

保
健

師
が

規
則

を
遵

守
し

て
保

健
活

動
に

係
る

情
報

を
管

理
す

る
よ

う
指

導
で

き
る

。

・
保

健
活

動
に

係
る

情
報

管
理

上
の

不
則

の
事

態
が

発
生

し
た

際
に

、
所

属
部

署
内

で
主

導
し

て
対

応
で

き
る

。

・
保

健
活

動
の

情
報

管
理

に
係

る
規

則
の

遵
守

状
況

を
評

価
し

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

見
直

し
を

提
案

で
き

る
。

5-
3.

 人
材

育
成

・
組

織
の

人
材

育
成

方
針

を
理

解
し

、
保

健
師

の
人

材
育

成
計

画
を

作
成

す
る

能
力

・
継

続
的

に
自

己
研

鑽
す

る
と

と
も

に
、

後
輩

を
指

導
・
育

成
す

る
能

力

・
組

織
の

人
材

育
成

方
針

及
び

保
健

師
の

人
材

育
成

計
画

を
理

解
で

き
る

。
・
自

己
の

成
長

を
振

り
返

り
、

次
の

成
長

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
自

己
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

ビ
ジ

ョ
ン

を
持

ち
、

積
極

的
に

自
己

研
鑽

で
き

る
。

・
後

輩
保

健
師

の
指

導
を

通
し

て
人

材
育

成
上

の
課

題
を

抽
出

し
、

見
直

し
案

を
提

示
で

き
る

。
・
保

健
師

の
研

修
事

業
を

企
画

し
、

実
施

・
評

価
で

き
る

。
・
組

織
の

人
材

育
成

方
針

に
沿

っ
た

保
健

師
の

人
材

育
成

計
画

を
作

成
で

き
る

。

・
根

拠
に

基
づ

い
た

保
健

師
の

活
動

を
実

践
す

る
能

力

・
根

拠
に

基
づ

く
保

健
活

動
を

実
施

す
る

た
め

、
実

施
し

た
保

健
活

動
の

記
録

を
適

切
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

・
指

導
を

受
け

な
が

ら
研

究
的

手
法

を
用

い
て

事
業

の
評

価
が

で
き

る
。

・
研

究
的

手
法

を
用

い
た

事
業

評
価

が
で

き
る

。
・
地

域
診

断
な

ど
に

お
い

て
研

究
的

手
法

を
用

い
て

分
析

し
、

根
拠

に
基

づ
き

保
健

事
業

を
計

画
で

き
る

。

・
根

拠
に

基
づ

き
、

質
の

高
い

保
健

事
業

を
提

案
し

、
そ

の
効

果
を

検
証

で
き

る
。

・
保

健
師

の
活

動
理

念
で

あ
る

社
会

的
公

正
性

・
公

共
性

に
つ

い
て

理
解

し
、

活
動

を
倫

理
的

に
判

断
す

る
能

力

5 　 管 理 的 活 動4  健 康 危 機 管 理 に 関 す る 活 動

6.
 保

健
師

の
活

動
基

盤

保
健

師
の

活
動

の
理

念
で

あ
る

社
会

的
公

正
性

・
公

共
性

に
つ

い
て

理
解

し
、

活
動

を
倫

理
的

に
判

断
で

き
る
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B
-
1

（
係

長
級

へ
の

準
備

段
階

）
B

-
2

（
係

長
級

）
B

-3
（
課

長
級

）
B

-
4

（
部

局
長

級
）

求
め

ら
れ

る
能

力

1
. 
政

策
策

定
と

評
価

・
国

の
動

向
や

自
組

織
の

方
針

を
理

解
し

、
担

当
部

署
に

係
る

活
動

方
針

の
ビ

ジ
ョ
ン

を
示

し
、

必
要

に
応

じ
た

見
直

し
を

行
う

能
力

・
自

治
体

を
代

表
し

て
外

部
機

関
の

上
位

者
と

の
調

整
や

交
渉

を
行

う
能

力

・
事

業
や

施
策

の
評

価
を

踏
ま

え
、

係
長

に
保

健
医

療
福

祉
政

策
に

係
る

提
案

が
で

き
る

。
・
住

民
の

健
康

課
題

等
に

基
づ

く
事

業
化

、
施

策
化

及
び

事
業

評
価

に
基

づ
く
見

直
し

が
で

き
る

。

・
保

健
医

療
福

祉
に

係
る

国
の

動
向

や
組

織
の

方
針

、
施

策
の

評
価

を
踏

ま
え

、
組

織
の

政
策

ビ
ジ

ョ
ン

に
係

る
提

言
が

で
き

る
。

・
保

健
医

療
福

祉
政

策
に

係
る

必
要

な
計

画
や

法
制

度
整

備
に

つ
い

て
組

織
内

で
提

言
し

、
実

現
に

向
け

組
織

の
意

志
決

定
者

及
び

関
係

機
関

に
は

た
ら

き
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

2
. 
危

機
管

理

・
危

機
等

の
発

生
時

に
組

織
の

管
理

者
と

し
て

迅
速

な
判

断
を

行
い

組
織

内
外

の
調

整
を

行
う

能
力

・
危

機
を

回
避

す
る

た
め

の
予

防
的

措
置

が
行

わ
れ

る
よ

う
管

理
す

る
能

力

・
危

機
管

理
に

係
る

組
織

内
外

の
関

係
者

を
把

握
し

、
有

事
に

備
え

た
関

係
性

の
構

築
が

で
き

る
。

・
有

事
に

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

沿
っ

て
行

動
し

、
係

長
を

補
佐

す
る

。

・
係

員
が

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

沿
っ

て
行

動
で

き
る

よ
う

訓
練

等
を

企
画

で
き

る
。

・
有

事
に

組
織

内
の

人
員

や
業

務
の

調
整

を
行

い
、

課
長

の
補

佐
や

部
下

へ
の

指
示

が
で

き
る

。

・
課

員
が

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

沿
っ

て
行

動
で

き
る

よ
う

各
係

長
級

に
対

し
、

訓
練

等
の

実
施

を
指

導
で

き
る

。
・
有

事
に

、
組

織
の

対
応

方
針

に
基

づ
き

、
組

織
内

の
人

的
物

的
資

源
等

の
調

整
や

管
理

が
で

き
る

。

・
危

機
管

理
に

必
要

な
計

画
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
内

規
等

の
整

備
を

組
織

に
提

言
し

、
具

現
化

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・
有

事
に

、
行

政
の

保
健

医
療

福
祉

組
織

を
代

表
し

て
、

関
係

機
関

の
代

表
者

と
連

携
し

、
部

局
を

統
括

し
て

対
応

で
き

る
。

3.
 人

事
管

理

・
担

当
部

署
内

の
全

職
員

の
能

力
・
特

性
を

把
握

し
、

資
質

向
上

の
し

く
み

づ
く
り

と
必

要
に

応
じ

た
見

直
し

を
行

う
能

力
・
組

織
目

標
・
計

画
を

踏
ま

え
て

保
健

師
採

用
計

画
・
配

置
基

準
・
人

事
異

動
を

提
言

す
る

能
力

・
組

織
の

人
材

育
成

方
針

と
保

健
師

の
人

材
育

成
方

針
を

踏
ま

え
て

、
主

体
的

に
資

質
向

上
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
・
係

内
の

業
務

内
容

と
量

を
勘

案
し

、
人

材
配

置
に

つ
い

て
係

長
に

提
案

で
き

る
。

・
係

内
職

員
の

能
力

・
特

性
を

把
握

し
、

資
質

向
上

の
た

め
の

取
組

を
企

画
、

実
施

、
評

価
で

き
る

。
・
係

内
の

業
務

内
容

と
量

を
勘

案
し

、
人

材
配

置
に

つ
い

て
課

長
に

提
案

で
き

る
。

・
専

門
職

の
人

材
育

成
計

画
を

策
定

す
る

た
め

関
係

者
が

協
働

し
検

討
で

き
る

場
を

設
置

し
運

営
で

き
る

。
・
関

係
課

長
と

連
携

し
、

保
健

師
の

業
務

範
囲

等
を

踏
ま

え
保

健
師

必
要

数
に

つ
い

て
人

事
部

門
を

含
め

組
織

内
で

提
案

で
き

る
。

・
組

織
目

標
・
計

画
を

踏
ま

え
て

、
保

健
師

採
用

計
画

・
配

置
基

準
・
人

事
異

動
を

提
言

で
き

る
。

管 理 的 活 動

キ
ャ

リ
ア

レ
ベ

ル

保
健

師
の

活
動

領
域

各
レ

ベ
ル

に
お

い
て

求
め

ら
れ

る
能

力

自
治

体
保

健
師

の
標

準
的

な
キ

ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー

（
管

理
職

保
健

師
に

向
け

た
能

力
に

係
る

キ
ャ

リ
ア

ラ
ダ

ー
）

 

 
 

○自治体保健師のキャリアパスのイメージ 

（保健師の研修に係るあり方検討会最終とりまとめ資料編 P7 H28.3:厚生労働省） 
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B
-
1

（
係

長
級

へ
の

準
備

段
階

）
B

-
2

（
係

長
級

）
B

-3
（
課

長
級

）
B

-
4

（
部

局
長

級
）

求
め

ら
れ

る
能

力

1
. 
政

策
策

定
と

評
価

・
国

の
動

向
や

自
組

織
の

方
針

を
理

解
し

、
担

当
部

署
に

係
る

活
動

方
針

の
ビ

ジ
ョ
ン

を
示

し
、

必
要

に
応

じ
た

見
直

し
を

行
う

能
力

・
自

治
体

を
代

表
し

て
外

部
機

関
の

上
位

者
と

の
調

整
や

交
渉

を
行

う
能

力

・
事

業
や

施
策

の
評

価
を

踏
ま

え
、

係
長

に
保

健
医

療
福

祉
政

策
に

係
る

提
案

が
で

き
る

。
・
住

民
の

健
康

課
題

等
に

基
づ

く
事

業
化

、
施

策
化

及
び

事
業

評
価

に
基

づ
く
見

直
し

が
で

き
る

。

・
保

健
医

療
福

祉
に

係
る

国
の

動
向

や
組

織
の

方
針

、
施

策
の

評
価

を
踏

ま
え

、
組

織
の

政
策

ビ
ジ

ョ
ン

に
係

る
提

言
が

で
き

る
。

・
保

健
医

療
福

祉
政

策
に

係
る

必
要

な
計

画
や

法
制

度
整

備
に

つ
い

て
組

織
内

で
提

言
し

、
実

現
に

向
け

組
織

の
意

志
決

定
者

及
び

関
係

機
関

に
は

た
ら

き
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

2
. 
危

機
管

理

・
危

機
等

の
発

生
時

に
組

織
の

管
理

者
と

し
て

迅
速

な
判

断
を

行
い

組
織

内
外

の
調

整
を

行
う

能
力

・
危

機
を

回
避

す
る

た
め

の
予

防
的

措
置

が
行

わ
れ

る
よ

う
管

理
す

る
能

力

・
危

機
管

理
に

係
る

組
織

内
外

の
関

係
者

を
把

握
し

、
有

事
に

備
え

た
関

係
性

の
構

築
が

で
き

る
。

・
有

事
に

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

沿
っ

て
行

動
し

、
係

長
を

補
佐

す
る

。

・
係

員
が

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

沿
っ

て
行

動
で

き
る

よ
う

訓
練

等
を

企
画

で
き

る
。

・
有

事
に

組
織

内
の

人
員

や
業

務
の

調
整

を
行

い
、

課
長

の
補

佐
や

部
下

へ
の

指
示

が
で

き
る

。

・
課

員
が

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

沿
っ

て
行

動
で

き
る

よ
う

各
係

長
級

に
対

し
、

訓
練

等
の

実
施

を
指

導
で

き
る

。
・
有

事
に

、
組

織
の

対
応

方
針

に
基

づ
き

、
組

織
内

の
人

的
物

的
資

源
等

の
調

整
や

管
理

が
で

き
る

。

・
危

機
管

理
に

必
要

な
計

画
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
内

規
等

の
整

備
を

組
織

に
提

言
し

、
具

現
化

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・
有

事
に

、
行

政
の

保
健

医
療

福
祉

組
織

を
代

表
し

て
、

関
係

機
関

の
代

表
者

と
連

携
し

、
部

局
を

統
括

し
て

対
応

で
き

る
。

3.
 人

事
管

理

・
担

当
部

署
内

の
全

職
員

の
能

力
・
特

性
を

把
握

し
、

資
質

向
上

の
し

く
み

づ
く
り

と
必

要
に

応
じ

た
見

直
し

を
行

う
能

力
・
組

織
目

標
・
計

画
を

踏
ま

え
て

保
健

師
採

用
計

画
・
配

置
基

準
・
人

事
異

動
を

提
言

す
る

能
力

・
組

織
の

人
材

育
成

方
針

と
保

健
師

の
人

材
育

成
方

針
を

踏
ま

え
て

、
主

体
的

に
資

質
向

上
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
・
係

内
の

業
務

内
容

と
量

を
勘

案
し

、
人

材
配

置
に

つ
い

て
係

長
に

提
案

で
き

る
。

・
係

内
職

員
の

能
力

・
特

性
を

把
握

し
、

資
質

向
上

の
た

め
の

取
組

を
企

画
、

実
施

、
評

価
で

き
る

。
・
係

内
の

業
務

内
容

と
量

を
勘

案
し

、
人

材
配

置
に

つ
い

て
課

長
に

提
案

で
き

る
。

・
専

門
職

の
人

材
育

成
計

画
を

策
定

す
る

た
め

関
係

者
が

協
働

し
検

討
で

き
る

場
を

設
置

し
運

営
で

き
る

。
・
関

係
課

長
と

連
携

し
、

保
健

師
の

業
務

範
囲

等
を

踏
ま

え
保

健
師

必
要

数
に

つ
い

て
人

事
部

門
を

含
め

組
織

内
で

提
案

で
き

る
。

・
組

織
目

標
・
計

画
を

踏
ま

え
て

、
保

健
師

採
用

計
画

・
配

置
基

準
・
人

事
異

動
を

提
言

で
き

る
。

管 理 的 活 動

キ
ャ

リ
ア

レ
ベ

ル

保
健

師
の

活
動

領
域

各
レ

ベ
ル

に
お

い
て

求
め

ら
れ

る
能

力

自
治

体
保

健
師

の
標

準
的

な
キ

ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー

（
管

理
職

保
健

師
に

向
け

た
能

力
に

係
る

キ
ャ

リ
ア

ラ
ダ

ー
）
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